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1．業務の概要  

1-1．業務 の 目的  

大雪山国立公園では、山岳部が主に特別保護地区に指定されているほか、車馬等乗入れ規制地域が

設定されており、これらの地域において許可なく車馬等を乗り入れることは禁止されている。特に積

雪期においては、スノーモビルの乗入れに伴う植物の損傷、騒音による野生動物への影響等が懸念さ

れることから、大雪山国立公園を所管する自然保護官事務所ではスノーモビル乗入れの監視活動を実

施してきた。一方、監視活動は長年にわたり継続されてきたため、これまでの結果をもとに活動の効

果を評価する必要もある。 

本業務は、これまでのスノーモビル監視活動結果や乗入れ実態の変化について分析を行い、それを

基に監視活動の効果について評価し、今後の抑止に向けた方向性を検討するものである。 

 

1-2．業務 の 概要  

 業 務 名：平成 30 年度大雪山国立公園スノーモビル監視活動分析評価業務 

 発 注 者：環境省北海道地方環境事務所 

 受 注 者：株式会社ライヴ環境計画 

 契 約 金 額：1,296,000 円（うち取引に係る消費税及び地方消費税の額 96,000 円） 

 履 行 期 間：平成 30 年 11 月 12 日～平成 31 年 3 月 22 日 

 対 象 地：大雪山国立公園及びその周辺 

 

1-3．業務 の フロ ー  

 

  

打合せ①

成果物とりまとめ

納品

（１）既存資料の集約、分析

１）現状整理 ２）スノーモビル監視
活動業務結果の分析

（９地点）

３）スノーモビル監視
飛行業務結果の分析

（大雪山国立公園全域）

４）監視カメラ
撮影結果の分析

（８地点）

大雪山国立公園及びその周辺地域におけるスノーモビル乗入れ情報の整理・分析

（２）これまでのスノーモビル監視活動の評価、
今後の抑止に向けた方針案の提案

乗入れ実態の経年変化の分析

監視活動の効果の評価

今後の抑止に向けた有効な方針案の提案

計画・準備

打合せ②

調整会議
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1-4．業務 内 容  

(1) 既存資料の集約、分析 

環境省担当官より提供を受ける過年度のスノーモビル監視活動業務報告書やその他報告書等の資

料を基に、主に、平成 20 年度から平成 29 年度の 10 年間を対象として、以下の内容について集約、

分析をおこなう。 

 
1) 現状整理 

スノーモビルの乗入れによる自然環境への影響に関する知見の集約、スノーモビル監視活動の体制

の現状を整理する。 

下記 2)～4)の結果も踏まえ、大雪山国立公園及びその周辺地域におけるスノーモビル乗入れ情報に

ついて整理、分析する。 

 
2) スノーモビル監視活動業務結果の分析 

＜対象地点＞ 
上川町北見峠、旭川市東旭川（ペーパン）、東川町幌倉沼、美瑛町俵真布、富良野市ベベルイ原始

ヶ原、南富良野町奥落合、南富良野町北落合、南富良野町東幾寅、新得町サホロダム 
＜とりまとめ・分析内容＞ 
 各年度について、活動日ごとに確認したスノーモビル台数（規制区域内への到達が明らかなも

の、規制区域内に到達しないことが明らかなもの（林道作業員を含む）、それ以外の分類別）、

牽引車台数を表にとりまとめる。 

 各年度について、活動 1 日あたりに確認したスノーモビル台数及び牽引車台数を明らかにして、

その変化を分析する。 

＜借用報告書＞ 
 平成 21～29 年度大雪山国立公園上川地区スノーモビル監視業務報告書 

 平成 21～29 年度大雪山東川・美瑛地区スノーモビル監視等業務報告書 

 平成 22～29 年度大雪山富良野地区スノーモビル監視等業務報告書 

 平成 21～22 年度大雪山上士幌地区スノーモビル監視等業務報告書 

 平成 23～29 年度大雪山東大雪地区スノーモビル監視等業務報告書 

 
3) スノーモビル監視飛行業務結果の分析 

＜対象地点＞ 
大雪山国立公園全域 

＜とりまとめ・分析内容＞ 
 スノーモビル発見地点及び発見台数を A3 図面にとりまとめる。 

 年度ごとに、監視飛行 1 日あたりのスノーモビル発見台数を国立公園区域外、国立公園区域内、

車馬等乗入れ規制地域内ごとにとりまとめ、その変化を分析する。 

＜借用報告書＞ 
 平成 20～29 年度大雪山国立公園等乗入れ規制地域内監視飛行業務報告書 
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4) 監視カメラ撮影結果の分析 

＜対象地点＞ 
上川町北見峠、同高原温泉地区、東旭川ペーパン、東川町幌倉沼、美瑛町俵真布、南富良野町東幾

寅、新得町北新内線、上士幌町シンノスケ迂回林道 
＜とりまとめ・分析内容＞ 
 撮影された日、スノーモビルの台数を一覧に取りまとめる。 

 月別及び曜日別の台数及び牽引車台数を取りまとめる。 

 年度ごとに、計測期間 1 日あたりのスノーモビル台数及び牽引車台数をとりまとめ、その変化

を分析する。 

＜借用資料＞ 
 平成 26～29 年度上川町北見峠、同高原温泉地区、東旭川ペーパンにおける監視カメラ撮影結

果 

 平成 26～29 年度東川町幌倉沼、美瑛町俵真布、南富良野町東幾寅における監視カメラ撮影結

果 

 平成 26～29 年度新得町北新内線、上士幌町シンノスケ迂回林道における監視カメラ撮影結果 

 
(2) これまでのスノーモビル監視活動の評価、今後の抑止に向けた方針案の提案 

(1)の既存資料の集約により乗入れ実態の経年変化を分析し、監視活動の効果について評価を行い、

今後の抑止に向けた有効な方針案を提案する。 

 
(3) 打合せ 

業務打合せは上川自然保護官事務所で業務開始時及び業務中間時に、各 1 回行う他、その他必要に

応じて適宜行う。 

 

1-5．成果 物  

 報告書（A4 判・80 ページ程度・くるみとじ製本） ............................................. 5 部 

 報告書電子データを収納した電子媒体（CD-R または DVD-R）........................ 4 式 

 提出場所：環境省上川自然保護官事務所 

 
  

3



2．既存資料の集約・分析  

2-1．現状 整 理  

2-1-1. スノーモビルの乗入れによる自然環境への影響に関する知見の集約 
(1) 文献調査 

以下 6 件の文献（海外 5 件、北海道内 1 件）から、スノーモビルの乗入れによる自然環境等への影

響に関する知見を集約した。 

 
文献 1 Keddy PA et al. 1979. Snowmobile Impact on Old Field and Marsh Vegetation in Nova Scotia, 

Canada: An Experimental Study. Environmental Management 3(5):409-415. 
文献 2 Arnold JL, Koel TM. 2006. EFFECTS OF SNOWMOBILE EMISSIONS ON THE CHEMISTRY OF 

SNOWMELT RUNOFF IN YELLOWSTONE NATIONAL PARK Final Report. Yellowstone National 
Park. 

http://www.snowmobileinfo.org/snowmobile-access-docs/Effects-Snowmobile-Emissions- 
Chemistry-Snowmelt-Runoff_2006.pdf 

文献 3 Musselman RC, Korfmacher JL. 2007. Air quality at a snowmobile staging area and snow chemistry 
on and off trail in a Rocky Mountain subalpine forest, Snowy Range, Wyoming. Environ Monit Assess 
133: 321-334. 

文献 4 Anderson M, Aars J. 2008. Short-term behavioural response of polar bears (Ursus maritimus) to 
snowmobile disturbance. Polar Biology 31(4):501-507. 

文献 5 USDI National Park Service (NPS). 2011. Scientific Assessment of Yellowstone National Park winter 
use March 2011. Yellowstone National Park, Mammoth, WY. 

https://www.nps.gov/yell/learn/management/upload/yell_sci_assessment_deis_release_2011.pdf 
文献 6 北海道大学大学院農学研究科、2005、「平成 16 年度管理方針検討調査（支笏洞爺国立公園動

力船等適正利用実態調査）委託業務報告書」 
 
 

各文献に記載されているスノーモビルの乗入れによる自然環境等への影響を次頁以降に示す。 
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文献 1 

Snowmobile Impact on Old Field and Marsh Vegetation in Nova Scotia, Canada: An Experimental 
Study 
耕地や湿地植生に対するスノーモビルの影響、カナダ・ノバスコシア州における一実験的研究 

 
【概要】 

 耕地及び湿地植生を対象に、走行日数及び 1 日あたり走行回数を変えてスノーモビルの走行頻

度・強度による影響の度合いを調査。 

 
【スノーモビルの乗入れによる自然環境等への影響】 

 圧雪については、スノーモビルの 5 回の走行の中で初回の走行の影響が大きく、圧雪量の 75%

は初回の走行によるものであった。 

 スノーモビル走行による最も顕著な影響は雪解けが遅くなることであり、スノーモビル走行の

強度よりも頻度が大きな影響を与えていた。 

 スノーモビル走行実験後の夏季に植物現存量と種数を調査した結果、耕地ではスノーモビルの

利用により植物現存量が著しく減っており、スノーモビルの走行強度よりも頻度が大きく影響

していた。湿地植生では、3 つの湿地植生の被覆率に与えるスノーモビルの影響は小さく、こ

れは冬季に植生の上を氷が覆っていたためと思われる。 

 
文献 2 

EFFECTS OF SNOWMOBILE EMISSIONS ON THE CHEMISTRY OF SNOWMELT RUNOFF IN 
YELLOWSTONE NATIONAL PARK 
イエローストーン国立公園におけるスノーモビルの排気ガスが雪解け水に含まれる化学物質に与える

影響 

 
【概要】 

 スノーモビル通行量が多い場所において 4 つの調査サイト（道路至近 3 箇所、 道路から 100m

離れた地点 1 箇所）を設け、春の雪解け時期に水温、酸素濃度、pH、電気伝導度、濁りを計測

した上で雪解け水を採取し、サンプルに含まれる揮発性有機化合物（VOC）を分析。 

 
【スノーモビルの乗入れによる自然環境等への影響】 

 すべての雪解け水サンプルから 5 つの VOC 成分（ベンゼン、エチルベンゼン、m-キシレン、

p-キシレン、o-キシレン、トルエン）が検出された。 

 スノーモビルの通行が頻繁であったサイトの VOC 検出濃度が高かったが、アメリカ合衆国環

境保護庁（EPA）の定める水質基準とこの調査で対象とした VOC のガイドラインを大きく下

回っていた。 
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文献 3 

Air quality at a snowmobile staging area and snow chemistry on and off trail in a Rocky Mountain 
subalpine forest, Snowy Range, Wyoming 
ワイオミング州のロッキー山脈積雪亜高山森林地帯におけるスノーモビル走行エリアの大気質とスノ

ーモビル走行ルート内外の雪に含まれる化学物質 

 
【概要】 

 高山帯においてスノーモビルの排気ガスに含まれる大気汚染物質（NOx、NO、CO、O3、PM10）

の濃度を測定し、夏季と冬季で比較。 

 
【スノーモビルの乗入れによる自然環境等への影響】 

 スノーモビルの台数は平日よりも休日に多いが（赤外線センサーではカウント不能）、NOx と

CO 濃度は平日よりも休日に著しく高くなっていた。O3 と PM10 濃度は平日と休日で大きく濃

度に差はなかった。 

 大気汚染物質の濃度は全般的に夏季・冬季を通して低かった。CO 濃度は冬季の方が著しく高

かったが、逆に NOxと PM10 濃度は夏季のほうが冬季よりも著しく高かった。しかしながら、

大気汚染物質はこの調査エリア特有の強風によって分散されたり、薄められており、スノーモ

ビルの排ガスは高山帯の生態系の大気質に大きな影響を与えていないようである。 

 スノーモビルコースで雪を採取し水質と雪密度を調査した結果、コース外に比べてコース内の

雪が圧縮されており、ナトリウム、アンモニウム、カルシウム、マグネシウム、フッ素、硫酸

塩濃度が高く酸性になっていた。スノーモビルの走行では雪の中の硝酸塩濃度への影響はなか

った。 

 
文献 4 

Short-term behavioural response of polar bears (Ursus maritimus) to snowmobile disturbance 
スノーモビルの撹乱に対するホッキョクグマの行動の短期的な変化 

 
【概要】 

 ホッキョクグマがスノーモビルの接近に対して反応を示した距離とその強さを観察。 

 氷の上から望遠鏡と双眼鏡を使ってホッキョクグマを観察し、スノーモビルに撹乱されていな

いホッキョクグマの行動と 2 台のスノーモビルが近づいてきた時の反応を記録（20 ケース）。 

 
【スノーモビルの乗入れによる自然環境等への影響】 

 ホッキョクグマはスノーモビルから 1164m の距離で警戒を始めた。 

 ホッキョクグマの行動が変化した平均距離は 843m だが、ホッキョクグマの性別や年齢でその

距離に統計的な違いが確認された。成熟したオスは 326m、子どもと一緒の成熟したメスは

1534m、子どものいない大人のメス（2 頭）は 164m、単独行動の中間的なサイズの個体は 1160m

だった。 
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 スノーモビルに対するホッキョクグマの反応は、その強さと固執の程度でクラス分けした結果、

子を持つメスと単独行動の中間的なサイズの個体は成熟した雄や単独行動のメスよりも強い

反応を示した。風向きはスノーモビルの音や匂いに影響するが、反応を示す距離への影響は確

認できなかったが、反応の強さは風向きに影響を受けていた。 

 特に子育て中のメスのホッキョクグマは、スノーモビルからかなり離れた距離でも反応し、そ

の反応も増幅されるため、スノーモビルによる撹乱リスクが大きいと考えられる。 

 
文献 5 

Scientific Assessment of Yellowstone National Park winter use March 2011 
イエローストーン国立公園の冬季利用についての科学的評価 2011 年 3 月 

 
【概要】 

 イエローストーン国立公園（YNP）の冬季利用計画策定を支援するためにとりまとめられた環

境影響評価報告書。 

 YNP でのスノーモビルおよび雪上車（OSV）の影響を科学的に示し、OSV の潜在的な影響を

評価するために必要な視点や現在解決できていない事項についての疑問に答えるため、今後の

研究で明らかにしていくべき事項（大気質（Air Quality）、音響環境（Acouctic Resources）、野

生生物（Wildlife）、社会科学（Social Science））についてまとめられたもの。 

 
【スノーモビルの乗入れによる自然環境等への影響】 

＜大気質＞ 

OSV の排出に由来する汚染物質の存在と規模が、水圏および陸上の生態系に与える有害な影響の

可能性についてとりまとめられている。 

 公園内における OSV に関連した大気汚染は、公園入口等の混雑が発生する箇所で懸念されて

いる。大気汚染物質の濃度は、道路から離れるにつれて劇的に低くなり、概して一晩経つと周

辺地域と同程度まで改善することが示されている。 

 OSV 交通量に起因する CO や PM2.5 の大気中濃度は、混雑が発生する箇所においても州が定め

る大気汚染基準を十分に下回っている。道路から 300～500m 離れた地点での CO や PM2.5 など

は、道路のないエリアでの濃度に近いと予測されている。 

 NO2 濃度は、連続モニターによって標準の 20〜80%の濃度、0.1ppm を超える濃度で短期間測定

され、NO2は CO または PM 2.5 よりも注意すべき可能性がある。4 ストロークエンジンやディ

ーゼルエンジンは、2 ストロークエンジンよりも高い NOx 排出量を有する。 

 通常の自動車よりも OSV の排気量が大きいことや拡散を妨げる大気条件のため、CO 濃度に与

える交通の影響は夏季よりも冬季のほうが大きい。 

 CO及びPM2.5濃度の減少は利用可能な最良の技術の利用による排出量の削減とOSVの乗入れ

規制等によるものである。これらの OSV 管理の変更は大気汚染物質の削減に効果を示した。 

 空間分布研究によると、最高濃度の大気汚染物質、CO 及び PM2.5 が混雑発生箇所でみられ、

その濃度は道路から離れるにつれて急速に低下することを示している。 
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 道路付近には有害な大気物質や炭化水素が蓄積されているが、雪解け水の中の濃度は低い。2

ストロークエンジンのスノーモビルの利用が多く見られた時期には道路付近の雪においてア

ンモニウムの増加が認められていたが、現在は低下した。雪中の硝酸塩の濃度は低い。OSV 排

ガスに含まれる有害物質の蓄積は、道路境界から離れるにつれ急激に低下し、道路から 300m

離れた地点では影響はほぼなくなる。 

 YNP で記録された大気レベル（3ppm 未満）では、OSV より排出された CO が野生動植物に与

える影響はほぼないと予想される。野生動物が慢性的に CO に曝された場合の影響に関する研

究はないものの、動物や人間に対する実験室研究により、影響を与える大気中の CO 濃度はよ

り高いことがわかっている。 

 YNP でみられる緩衝雪が土壌酸性度に与える影響はほとんどないといえ、土壌の化学組成に対

する潜在的な OSV の影響は、地熱や火災等による影響と区別することはできない。自然な攪

乱パターン（火災、放牧、干ばつなど）が、（OSV だけではなく）大気中の沈着による土壌窒

素の状態に変化を及ぼしている可能性がある。管理された雪道が夏季の主要道を覆っているた

め、YNP では OSV 利用による締固めや浸食による土壌の荒廃は発生しない。 

 一般的に、雪の中の VOC の沈下は、雪解け水に流されたり、土壌によるろ過効果も考えられ

る。2003 年～2004 年の雪解け水のデータでは、雪解けの表層流の VOC 濃度は低く、EPA の基

準値を上回ってはおらず、水系に悪影響を及ぼす可能性があるレベルを下回っていた。 

 
＜音響資源(Acoustic Resources)＞ 

聴覚的判断は、利用者の体験を管理する上で重要な役割を果たすが、音響資源が公園を保護する

ために設定した資源と関係があるかどうかが重要である。国立公園の単位では、騒音は利用者の体

験、野生生物、そして物理的資源そのもの（音響環境）に影響を与えることが指摘されている。 

この項では物理的側面である音響資源、音響環境（公園内の自然な音響環境、OSV 等による騒音

レベル・可聴時間の測定結果等）が扱われ、野生生物に対する騒音の影響については＜野生生物＞

の項、人間のサウンドスケープに対する騒音の影響については＜社会科学＞の項で扱われている。 

 
＜野生生物＞ 

YNP における OSV と冬季レクリエーションは、様々な生態学的レベルで野生生物に影響を与え

る可能性があること（例：自動車の直撃による死亡・負傷、騒音による聴覚やコミュニケーション

への干渉、生理・行動への撹乱等）、脅威とならない撹乱に対する慣れによって行動的・生理学的

反応は減少するが、撹乱が高い割合の個体レベルに対して生存率に影響を与えるほどの広がりや深

刻さ、長時間にわたって継続する場合には個体群レベルで目に見える影響を与える可能性があるこ

と（道路や騒音に応じて潜在的に分布を変える等）を指摘している（図）。 

YNP における野生生物に対する冬季利用の影響についてまとめ、撹乱に対する反応の発生・性

質・規模は、複雑で相互作用的な要因に大きく依存し、一般化できるものではないとしつつも、以

下のように結論づけている。 

8



 
 

 イエローストーンの事故記録や他の公園での原因別死亡率の研究を含む入手可能な証拠から

は、OSVとの衝突がYNPの野生生物にとって重大な死亡原因ではないことが示唆されている。 

 広く研究されてきた種にとって、OSV の利用ではなく生態学的プロセスが、野生生物の生存率

と増加率に大きな影響を与える。YNP では、OSV 利用台数（頻度）の減少、環境配慮型エン

ジンへの転換、走行速度の低下等、撹乱強度の低減がみられるにもかかわらず、主要な野生生

物種の生存率または量に関連する変化はみられない。冬季レクリエーションではなく、天候、

捕食者、植生遷移などの要因が、ヘラジカとバイソンの生存率や個体数の変化に影響している

といえる。 

 今日までに行われた研究は、OSV が個々の動物に対して測定可能な有害な影響を与えていなか

ったことを示唆している。OSV の利用に伴う撹乱に対する行動的または生理学的反応は、個々

の動物への影響とみなされるが、有蹄動物生理学の研究では、イエローストーンでの OSV 利

用に関連するもののような予測可能な撹乱への慣れが示唆されている。バイソンやヘラジカ、

ナキハクチョウ、ハゲワシの観察からは OSV の通過を気にするそぶりを見せたが避難するよ

うな行動は見られなかった。OSV 走行に伴う道路脇のヘラジカやバイソンのストレスホルモン

レベルの上昇は見られなかった。OSV が野生生物に与える影響は生態系プロセスに従属するも
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のであり、個体への影響はごくわずかであるか、または少数の集団に影響を与えるかのいずれ

かといえる。 

 冬季に管理（圧雪）された道路が、バイソンの個体数増加に寄与している、あるいはバイソン

の移動経路として優先的に利用されているという見方には否定的である。しかしながら、冬季

の道路管理がバイソンの移動を促している（容易にしている）可能性がある。 

 YNP での OSV 利用の管理は、車両の冬季利用や公園へのアクセスに関連する野生動物への撹

乱を減らしていると考えられる。野生動物の各個体は、脅威がなく予測可能な人間の行動パタ

ーンであれば、行動的・生理学的反応をほとんど示さない。利用期間の延長、接触が予測でき

ないような人間と野生生物の接触機会の増加といった冬季レクリエーションパターンの変化

が、野生動物個体への撹乱を増大させる可能性がある。 

 
＜社会科学＞ 

OSV からの直接的な影響（騒音、目に見える煙霧や排気ガスによる臭い、野生生物の観察機会へ

の影響、安全性）に関連する潜在的な社会的・経済的影響及び OSV 管理方針の他の潜在的影響管

理行動、冬季利用による経済的影響、その他の地域的配慮、監視ニーズの各分野について、主な調

査結果と研究ニーズがまとめられている。 

 YNP で実施された研究は、利用者の体験に対する自然な音の重要性を裏付けており、ほとんど

の場合、利用者は OSV 利用の管理開始の前後の両方で、サウンドスケープ体験に満足してき

たことを示す。イエローストーンの価値、利用者の体験、電動騒音低減対策のサポートに対す

るサウンドスケープ体験の重要性は、アクセスに利用した乗り物に依存することが研究により

示されているが、他の研究では利用者が公園にアクセスするために利用した乗り物の音と体験

したい自然な静けさの間のトレードオフを理解したことを示した。アクセス手段に関係なく、

すべての OSV 利用に対して公園の道路を閉鎖することへの支持の低さが一貫して報告されて

いる。 

 OSV が発する騒音が利用者の体験に与える影響は、特に OSV 管理適用後には一般的に低いと

報告されている。追加の研究により YNP での OSV 騒音の主観的評価を考慮に入れるより具体

的な要素に関する情報が提供されると考えられる（現場での用量反応試験、騒音モニタリング

の結果から得られた客観的尺度、実験室実験、騒音モニタリングを GIS でモデル化した「騒音

暴露面」と YNP 利用者の流れの調査との比較等）。 

 OSV の利用者の体験への影響に関する他の側面をみると、目に見えるような煙霧や、排気ガス、

野生動物との遭遇の機会、安全性へ影響がある。公園内で 2 ストロークエンジンのスノーモビ

ルが主流だった時代は、スノーモビルの排気ガスは一部の利用者の体験に悪影響を及ぼしてい

たが、OSV 利用の管理開始後の調査では、排気ガスやその他の発生源からの煙霧や悪臭の問題

に対する回答者の自発的な言及はみられなかった。利用者自身が大気質を考慮した管理が行わ

れるようになってから利用者が排気ガスに関連する問題を認識しなかったことを考えると、大

気質や排ガスのアメリカ国内基準を適用できるかもしれない。 

 野生生物観察に関連した研究は、バイソン観察の機会やバイソンの活動に対する利用者の期待

に焦点が当てられてきた。バイソンを見る機会は、交通手段にかかわらず多くの利用者にとっ

て重視される体験である。現在の OSV 利用レベルでは、利用者は公園内でバイソンを見る機

会について満足している傾向にある。公園内のバイソン以外の野生動物を見る機会が冬季利用
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者の体験に与える影響についての研究は行われていない。 

 OSV の利用方針の変更による安全性への影響に関する研究はほとんどない。他の国立公園で行

われた研究では、レクリエーション利用密度の増加とともに、利用者の密度が上がるほど利用

者が「混雑している」と感じた場合の安全性への懸念が示されている。 

 OSV からの直接的な影響に加えて、冬季利用の管理も利用者の体験に影響を与える軋轢を引き

起こす可能性がある。YNP での冬季利用においては、騒音に由来する軋轢とアイデンティティ

に由来する軋轢が潜在的に最も顕著なものとして特定された。 

 管理方針の変更は、一部の利用形態や利用者に特権を与えるだけでなく、他の利用者を締め出

すことにもなる。OSV 利用の管理開始の前後とも、当時の状況と管理行為の大部分に満足して

いることを示唆しているように思われたが、現在の利用者と排除された利用者は別の見方をし

ている可能性がある。経済的影響の研究では、管理方針の変更に対応してスノーモビルから雪

上車への利用に代替され、一部のスノーモビルの活動が近隣の他の公有地に移動している可能

性が示唆されている。YNP での冬季利用に関連して移動した（排除された）側の決定的な研究

はなく、OSV 利用の管理開始後の体系的な研究は行われていない。しかし、OSV や BAT（Best 

Available Technology：実行可能なより良い技術）の要件など、実施されている管理措置による

利用者や地元住民の移動、および移動の結果と潜在的な代替物を理解することには価値がある。 

 YNP での冬季利用管理の影響は、現在および追放された利用者に加えて公園周辺地域に住む

人々に影響を与える可能性がある。潜在的影響には、冬季の観光利用に依存する人々への経済

的影響、個々の生活様式および地域社会への影響が含まれる。その地域に関する地元住民の知

識や考え方、管理戦略、経済的影響を認識し、取り入れることの必要性が研究者より指摘され

ている。 
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文献 6 

平成 16 年度管理方針検討調査（支笏洞爺国立公園動力船等適正利用実態調査）委託業務報告書 

 
【概要】 

 支笏洞爺国立公園内の湖水面の利用について、以前よりプレジャーボート等の利用による自然

環境への影響、事故、利用者間および他の公園利用者との間の軋轢が生じており、これを調整

する手法を検討するための基礎資料収集を目的とした調査で、動力利用が他の利用者に与える

影響が同様に懸念されるスノーモビルを巡る問題についても整理されている。 

 無意根山周辺におけるスノーモビル対策については、現地において周辺への乗り入れ状況を調

査するとともに、関係機関の聞き取りにより監視状況の実態、山スキー愛好家等の聞き取りに

より問題点が把握されている。 

 
【スノーモビルの乗入れによる自然環境等への影響】 

無意根山周辺におけるスノーモビル利用状況に対する関係機関や山スキー愛好家等への聞き取

りから、スノーモビル利用の問題点が整理されている。 

＜自然環境への影響の懸念＞ 

 雪が少ない時期や風衝地でハイマツや高山植物の踏みつけ・損傷、走行時に落ちる廃油や排気

ガスの化学成分の雪解け後の土壌や植物への影響、騒音による動物の生息への干渉 等 

 
＜マナーに反した行為＞ 

 ハイマツなどを無用に伐採、ゴミや動けなくなった車両の放置、登山者への干渉 

 
＜登山者の視点からの意見＞ 

 静かな山の中での爆音が騒々しく不快、山の雰囲気が壊される、速度が違うため広いところで

も衝突などの危険を感じる、嫌悪感、排気ガス臭、スノーモビルが走行した後は雪面が掘り返

され、堅くなり、スキー滑走や歩行にも適さない 等 

 
＜現在の規制地区と監視体制への意見＞ 

 現在の規制地区では監視が非常に難しい、境界線を山中に設けるのではなく山麓部に設置すべ

きである。特に稜線上に境界があると、侵入者の言い逃れを許してしまう。または、国立・国

定公園内はすべて乗り入れ規制すべき、との意見もあった。地上からの監視には限界があり、

ヘリコプターなどによるパトロールが有効である、環境汚染の少ない機種や燃料の義務づけも

必要、広報が不足しているのではないか、規制地区の明示、違反者の通報先を明示してはどう

か、スノーモビルを登録制にして講習、試験、ナンバー表示を義務づける必要がある、などの

意見が寄せられた。 
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(2) 現地で確認された植生に及ぼす影響の事例 

1) 国道 273 号浮島トンネル付近の事例 

環境省上川自然保護官事務所が北見峠において行うスノーモビルの乗入れ規制パトロールと併せ

て、国立公園外ではあるものの、天塩岳や上川町浮島湿原へのスノーモビル乗入れ地点と考えられる

国道 273 号浮島トンネル北側出口（紋別郡滝上町）の状況を確認している。 

この際、スノーモビルの牽引車が確認できた他、スノーモビル走行路上で雪の上に出ていたミヤマ

ハンノキが損傷を受けている様子が確認された。スノーモビルが灌木の上や脇を走行すると、枝の切

断、冬芽の切断、枝や幹の表面に損傷を与えることが明らかとなった。 

 

 
写真 スノーモビルの走行路上にあるミヤマハンノキ 

（平成 31 年 2 月 10 日） 
 

 
写真 切断された冬芽（平成 31 年 2 月 10 日） 

 
写真 切断された枝（平成 31 年 2 月 10 日） 

 
写真 損傷を受けた枝（平成 31 年 2 月 10 日） 
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2) 朝日山地森林生態系保護地域（山形県）で過去にみられた事例 

平成 19 年（2007 年）4 月及び 5 月に、スノーモビル走行ルートにおける実態調査が行われ、スノ

ーモビル走行によると思われる樹木の損傷や、走行路確保のために樹木が伐採された可能性が窺える

実態が確認されている。 

 

 
写真 損傷を受けた樹木（平成 19 年 5 月 3 日） 

 

 
写真 損傷を受けた樹木（平成 19 年 5 月 3 日） 

 
写真 走行路確保のために伐採された可能性のある樹木 

（平成 19 年 5 月 3 日） 

 
写真 走行路確保のために伐採された可能性のある樹木 

（平成 19 年 5 月 3 日） 
※東北森林管理局資料より（http://www.rinya.maff.go.jp/tohoku/syo/asahi/katudo/pdf/siryo3-2.pdf） 
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(3) まとめ 

文献調査及び現地で確認された事例から、スノーモビルの乗入れにより懸念される自然環境への影

響は概ね以下のように整理される。 

 
 スノーモビルの走行による樹木等の損傷（枝・冬芽の切断、枝・幹表面の損傷） 

 スノーモビル走行後の圧雪による雪解けの遅れ 

 圧雪によって生じた雪解けの遅れによる植物現存量の減少 

 スノーモビルの走行による土壌の締固め、浸食による荒廃の誘発 

 スノーモビルの接近による野生動物の警戒・回避行動等の誘発 

 スノーモビルが発する騒音による野生動物の聴覚や個体間のコミュニケーションへの干渉、生

息域・移動経路への干渉 

 既存文献では、脅威とならないスノーモビルによる撹乱に対しては“慣れ”によって行動的・

生理学的反応が減少することが指摘されている。 

 
 

また、社会科学の面からみたスノーモビルの乗入れに関する影響は概ね以下のように整理される。 

 

 異なる利用形態の利用者との軋轢・事故発生の可能性 

 スノーモビルが発する騒音・煙霧・排気ガス臭等による不快感、雰囲気の破壊 

 異なる利用形態にとって好ましい利用環境の破壊（圧雪・雪面の掘り返し、野生生物観察の

機会の損失等） 

 衝突に対する不安感 

 マナーに反する行為の発生（無用な樹木の伐採、ゴミ等の放置、異なる利用形態の利用者への

干渉等） 

 乗入れ規制区域の設定や監視活動の実施によるスノーモビル活動域の移動 
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2-1-2. 大雪山国立公園におけるスノーモビル監視活動の体制の現状 
(1) スノーモビル乗入れ規制の対象 

大雪山国立公園における自然公園法及び自然環境保全法に基づくスノーモビル乗入れ規制の対象

は下表のとおりである。 

 
表 自然公園法・自然環境保全法に基づく規制の対象 

指定区域 指定面積 条項 

大雪山国立公園特別保護地区 36,807ha 自然公園法 

第２１条第３項第１０号 

大雪山国立公園特別地域内 

 車馬等乗入れ規制地区 

96,211ha 自然公園法 

第２０条第３項第１７号 

十勝川源流部原生自然環境保全地域 1,035ha 自然環境保全法 

第１７条第１項第１５号 

 

 
図 スノーモビル乗入れ規制対象範囲 
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(2) スノーモビル乗入れ規制に関する取組内容 

これまで実施されてきた大雪山国立公園及び周辺におけるスノーモビル規制に関する取組は以下

の通りである。 

1) スノーモビル規制調整会議 

2) 普及啓発合同パトロール 

3) セスナ機による監視飛行 

4) 環境省職員及び請負事業（グリーンワーカー事業）巡視員によるパトロール 

5) 規制周知看板・規制区域内看板の設置 

6) センサーカメラの設置 

7) チラシ・パンフレット等の配布 

8) ホームページでの情報提供 

 

 
※大雪山国立公園連絡協議会 平成 23 年度事業計画 

 
図 スノーモビル乗入れ規制に関する取組の経緯 

  

取組内容

スノーモビル規制調整会議（表大雪地域・東大雪地域）
Ｈ９

普及啓発合同パトロール
Ｈ９

セスナ機による監視飛行
Ｈ１３

環境省職員及び請負事業（グリーンワーカー事業）
巡視員によるパトロール Ｈ１３

規制周知看板・規制区域内看板の設置
Ｈ８

センサーカメラの設置
Ｈ２４ Ｈ２５～本格設置

チラシ・パンフレット等の配布
Ｈ９

ホームページでの情報提供
H２３

※

Ｈ３０Ｈ２０Ｈ１０

乗入れ規制地域の指定

Ｈ７
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1) スノーモビル規制調整会議 

 関係機関等と連携した広範な啓発活動を行い、大雪山国立公園の特別保護地区・車馬等乗入れ

規制地区並びに十勝川源流部原生自然環境保全地域での無秩序なスノーモビルなどの乗入れ

を防止することを目的として平成 9 年に発足、表大雪地域と東大雪地域に分けて開催。 

 スノーモビル乗入れ規制に関する各種取組の前年度の結果及び当該年度の対策について確

認・協議。 

 会議メンバーは下表のとおり。 

 
表 スノーモビル規制調整会議メンバー 

表大雪地域 東大雪地域 

 北海道警察旭川方面本部 生活安全課 

 旭川東警察署 生活安全課 

 富良野警察署 

 北海道上川総合振興局 保健環境部 環境生活課 

 北海道上川総合振興局 南部森林室 

 上川中部森林管理署 

 上川南部森林管理署 

 上川教育局 教育支援課 

 旭川市 環境部 環境政策課 

 富良野市 商工観光課 

 上川町 産業経済課 

 東川町 産業振興課 

 美瑛町 経済文化振興課 

 上富良野町 企画商工観光課 

 南富良野町 企画課 

 大雪山国立公園パークボランティア連絡会 

 大雪地区自然公園指導員連絡会 

 旭川山岳会 

 上川山岳会 

 東川山岳会 

 富良野山岳会 

 美瑛山岳会 

 上富良野十勝岳山岳会 

 日本スノーモビル安全普及協会 北海道地方本部 

 層雲峡ビジターセンター 

 旭岳ビジターセンター 

 【事務局】環境省上川・東川自然保護官事務所 

 北海道警察釧路方面本部 生活安全課 

 帯広警察署 生活安全課 

 新得警察署 生活安全課 

 北海道十勝総合振興局 保健環境部 環境生活課 

 北海道十勝総合振興局 帯広建設管理部 鹿追出張所 

 十勝西部森林管理署 東大雪支署 

 上士幌町 商工観光課 

 士幌町 産業振興課 

 鹿追町 商工観光課 

 新得町 産業課 

 新得山友会 

 十勝山岳連盟 

 日本スノーモビル安全普及協会 北海道地方本部 道東支部 

 【事務局】環境省上士幌自然保護官事務所 

 
 
2) 普及啓発合同パトロール 

 重点活動日・重点地域を定め、関係機関合同によるパトロール・普及啓発活動を実施（平成 9

年度～）。 

 
 
3) セスナ機による監視飛行 

 大雪山国立公園全域を対象としたセスナ機による監視飛行を環境省請負事業（グリーンワーカ

ー事業）により実施（平成 13 年度～、上川自然保護官事務所資料の記録による）。 

 平成 19 年度から平成 29 年度までの実施状況は次頁の表のとおり。 
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表 セスナ機による監視飛行実施状況（平成 19 年度～平成 29 年度） 

 
 
 
4) 環境省職員及び請負事業（グリーンワーカー事業）巡視員によるパトロール 

 環境省職員及び請負事業（グリーンワーカー事業）巡視員によるパトロール及び普及啓発活動

を実施（平成 13 年度～、上川自然保護官事務所資料の記録による）。 

 平成 21 年度から平成 29 年度までの実施地点及び実施年度は下表のとおり。 

 
表 パトロール実施地点・実施年度（平成 21 年度～平成 29 年度） 

 
※東川・美瑛地区、富良野地区、東大雪地区に含まれる地点位置は、本業務において計測した概略座標である。 

 
  

年度 実施日数 備考

平成19年度 5 平成20年2月25日（月） 平成20年3月9日（日） 平成20年3月16日（日）

平成20年3月20日（木） 平成20年3月22日（土）

平成20年度 7 平成21年2月28日（土） 平成21年3月9日（月） 平成21年3月17日（火）

平成21年3月18日（水） 平成21年3月25日（水） 平成21年3月26日（木）

平成21年3月29日（日）

平成21年度 4 平成22年3月9日（火） 平成22年3月11日（木） 平成22年3月12日（金）

平成22年3月24日（水）

平成22年度 3 平成23年2月21日（月） 平成23年2月28日（月） 平成23年3月24日（木） 実施日以外に離陸後中止とした日が2日

平成23年度 5 平成24年2月18日（土） 平成24年3月1日（木） 平成24年3月5日（月）

平成24年3月10日（土） 平成24年3月11日（日）

平成24年度 5 平成25年2月13日（水） 平成25年2月16日（土） 平成25年2月27日（水）

平成25年3月25日（月） 平成25年3月27日（水）

平成25年度 3 平成26年2月24日（月） 平成26年3月12日（水） 平成26年3月27日（木） 実施日以外に離陸後中止とした日が5日

平成26年度 3 平成27年2月21日（土） 平成27年3月15日（日） 平成27年3月19日（木）

平成27年度 3 平成28年3月13日（日） 平成28年3月27日（日） 平成28年3月29日（火）

平成28年度 2 平成29年3月12日（日） 平成29年3月20日（月）

平成29年度 2 平成30年3月10日（土） 平成30年3月21日（水）

実施日

緯度 経度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29
上川 上川町 北見峠 N 43°　52′　48.12″ E 143°　1′　27.01″ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

上川町 中越地区 N 43°　51′　55.76″ E 142°　53′　24.97″ ●
旭川市 ペーパン N 43°　42′　58.63″ E 142°　39′　3.61″ ● ● ● ● ● ● ● ● ●
上川町 清川（古川林道） N 43°　49′　57.57″ E 142°　49′　37.48″ ● ● ● ● ●
上川町 清川 N 43°　47′　42.15″ E 142°　53′　41.56″ ●
上川町 高原温泉ゲート N 43°　38′　34.25″ E 143°　1′　3.92″ ●
上川町 愛山渓道道ゲート N 43°　48′　18.86″ E 142°　44′　2.32″ ● ● ● ● ● ●

東川・美瑛 東川町 幌倉沼 N 43°　41′　10.99″ E 142°　36′　19.07″ ● ● ● ● ● ● ● ● ●
美瑛町 俵真布 N 43°　36′　13.8″ E 142°　40′　57.81″ ● ● ● ● ● ● ● ● ●
東川町 東8号北7線 N 43°　42′　26.61″ E 142°　35′　9.58″ ● ●
東川町 ノカナン N 43°　37′　55.11″ E 142°　41′　17.44″ ●
東川町 旭岳温泉 N 43°　39′　40.16″ E 142°　49′　35.59″ ●

富良野 富良野市 ベベルイ原始ヶ原 N 43°　21′　2.89″ E 142°　32′　32.07″ ● ● ● ● ● ● ●
南富良野町 北落合 N 43°　13′　21.32″ E 142°　40′　23.79″ ● ● ● ● ● ● ● ●
南富良野町 奥落合 N 43°　10′　11.01″ E 142°　40′　23.21″ ● ● ● ● ● ●
南富良野町 東幾寅 N 43°　11′　49.94″ E 142°　39′　7″ ● ● ● ● ●

東大雪 新得町 サホロダム N 43°　10′　33.37″ E 142°　50′　4.57″ ● ● ● ● ● ● ● ● ●
新得町 パンケニコロダム N 43°　11′　7.56″ E 142°　52′　49.65″ ●
新得町 ペンケニコロダム N 43°　13′　12.12″ E 142°　53′　29.51″ ●

地区 地点 活動実施年度位置
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5) 規制周知看板・規制区域内看板の設置 

 規制周知看板・規制区域内看板を設置（平成 8 年度～、上川自然保護官事務所で確認できる最

も古い記録による）。 

看板種別 設置位置 
設置枚数 

（平成 28 年度） 

規制周知看板 冬期通行止め地点（道道・町道ゲート付近）、乗入れ規制区域境界、乗入れ

規制区域内等に設置 

21 枚 

規制区域内看板 乗入れ規制区域内に設置 9 枚 

 

 

規制周知看板 

 

規制区域内看板 

 
6) センサーカメラの設置 

 普及啓発活動に活用するため、重点地域のうち、スノーモビルの乗入れの懸念が特に高い地区

において、動線上にセンサーカメラを設置し利用実態のモニタリングを実施（平成 24 年度に

旭川市東旭川（ペーパン）に設置、平成 25 年度より本格的に設置）。 

 スノーモビル乗入れが頻繁に行われる 2 月及び 3 月を含む、12 月又は 1 月～4 月又は 5 月の期

間に、動くものに反応する自動撮影式カメラ（夜間撮影が可能）を、道路、林道沿いの樹木の

幹に括り付けて設置。 

 平成 25 年度から平成 29 年度までのセンサーカメラの設置状況は下表のとおり。 

 
表 センサーカメラの設置状況（平成 25 年度～平成 29 年度） 

 
  

年度

平成25年度 5箇所・7台 旭川市東旭川（ペーパン）・2台 上川町北見峠・2台 美瑛町字俵真布

南富良野町東幾寅　 新得町北新内線入口

平成26年度 8箇所・11台 旭川市東旭川（ペーパン）・2台 上川町北見峠・2台 上川町高原温泉地区・2台

東川町幌倉沼 美瑛町字俵真布 南富良野町東幾寅　

新得町北新内線入口 上士幌町シンノスケ迂回林道

平成27年度 8箇所・12台 旭川市東旭川（ペーパン）・3台 上川町北見峠・2台 上川町高原温泉地区・2台

～ 東川町幌倉沼 美瑛町字俵真布 南富良野町東幾寅　

平成28年度 新得町北新内線入口 上士幌町シンノスケ迂回林道

平成29年度 8箇所・11台 旭川市東旭川（ペーパン）・3台 上川町北見峠・2台 上川町高原温泉地区

東川町幌倉沼 美瑛町字俵真布 南富良野町東幾寅　

新得町北新内線入口 上士幌町シンノスケ迂回林道

設置場所・台数
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7) チラシ・パンフレット等の配布 

 現在は、パンフレット「スノーモビル等乗入れ禁止・規制地区図」等を配布。 

 関係機関、日本スノーモビル安全普及協会加盟店舗（日本スノーモビル安全普及協会を通じ

て）、富良野市内及び南富良野町内のスノーモビル販売店及びスノーモビルツアーを企画し

ているスポーツレジャー情報提供サービス事業者、オホーツク管内の日本スノーモビル安全

普及協会非加盟店 等 

 
 
8) ホームページでの情報提供 

 以下のホームページにてスノーモビル規制に関する情報提供を実施。 

 大雪山国立公園連絡協議会ホームページ（http://www.daisetsuzan.or.jp/protection/snow/）（平成

23 年度～） 

 環境省北海道地方環境事務所ホームページ（平成 26 年度～） 

車馬等乗入れ規制：http://hokkaido.env.go.jp/nature/mat/m_1_7.html 

平成 28 年～29 年シーズン：http://hokkaido.env.go.jp/2829.html 

平成 29 年～30 年シーズン：http://hokkaido.env.go.jp/to_2018/2930.html 

 環境省大雪山国立公園ホームページ（平成 30 年度） 

平成 30 年～31 年シーズン：http://www.env.go.jp/park/daisetsu/topics/3031.html 

  

21



 
図 パンフレット「スノーモビル等乗入れ禁止・規制地区図」 
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2-2．スノ ー モビ ル 監視 活動 業 務結 果 の分 析  

＜対象地点＞ 
上川町北見峠、旭川市東旭川（ペーパン）、東川町幌倉沼、美瑛町俵真布、富良野市ベベルイ原

始ヶ原、南富良野町奥落合、南富良野町北落合、南富良野町東幾寅、新得町サホロダム 
 
＜とりまとめ・分析内容＞ 
 各年度について、活動日ごとに確認したスノーモビル台数（規制区域内への到達が明らかな

もの、規制区域内に到達しないことが明らかなもの（林道作業員を含む）、それ以外の分類

別）、牽引車台数を表にとりまとめた。 

 各年度について、活動 1日あたりに確認したスノーモビル台数及び牽引車台数を明らかにし、

その変化を分析した。 

 
＜借用報告書＞ 
 平成 21～29 年度大雪山国立公園上川地区スノーモビル監視業務報告書 

 平成 21～29 年度大雪山東川・美瑛地区スノーモビル監視等業務報告書 

 平成 22～29 年度大雪山富良野地区スノーモビル監視等業務報告書 

 平成 21～22 年度大雪山上士幌地区スノーモビル監視等業務報告書 

 平成 23～29 年度大雪山東大雪地区スノーモビル監視等業務報告書 

 
 
2-2-1. 年度ごと・活動日ごとのスノーモビル及び牽引車の確認台数 

各年度について、活動日ごとに確認したスノーモビル台数、牽引車台数をとりまとめた表を次頁以

降に示す。スノーモビル台数については、下表の分類にそってとりまとめた。 

 
表 スノーモビル台数集計の分類 

分類 内容 備考 

規制区域内へ到達 － 断定できる確認事案は０件 

規制区域内に 

到達したか不明 

 スノーモビルで下山したところで監視活動中の巡視員から声がけを

受け、その場を立ち去る等、到達しているかどうか不明な場合 

 

規制区域内へ未達  林道作業員 

 進入前（スノーモビルを運搬してきたところ）に監視活動中の巡視員

から声がけを受け、進入地点から立ち去った場合 
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スノーモビル監視活動業務結果
上川町北⾒峠

① ② ③
規制区域内へ

到達
規制区域内へ
到達したか不明

①②
合計

規制区域内に
未達

①②③
合計

平成21年度 平成22年2⽉21⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成22年3⽉3⽇（⽔） 0 0 0 0 0 0
平成22年3⽉20⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0 進⼊の形跡あり
平成22年3⽉24⽇（⽔） 0 0 0 0 0 0

※4⽇実施 合計 0 0 0 0 0 0
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

平成22年度 平成23年2⽉26⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成23年2⽉27⽇（⽇） 0 1 1 0 1 4
平成23年3⽉12⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成23年3⽉13⽇（⽇） 0 12 12 0 12 10

※4⽇実施 合計 0 13 13 0 13 14
活動⽇1⽇あたり 0.000 3.250 3.250 0.000 3.250 3.500

平成23年度 平成24年2⽉25⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成24年3⽉3⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成24年3⽉10⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成24年3⽉11⽇（⽇） 0 9 9 0 9 4

※4⽇実施 合計 0 9 9 0 9 4
活動⽇1⽇あたり 0.000 2.250 2.250 0.000 2.250 1.000

平成24年度 平成25年2⽉10⽇（⽇） 0 5 5 0 5 5
平成25年2⽉24⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成25年3⽉3⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成25年3⽉9⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成25年3⽉10⽇（⽇） 0 0 0 5 5 4 ⽴ち去り

※5⽇実施 合計 0 5 5 5 10 9
活動⽇1⽇あたり 0.000 1.000 1.000 1.000 2.000 1.800

平成25年度 平成26年2⽉8⽇（⼟） 0 1 1 0 1 1 声がけ時に規制区域には⼊っていない旨返答
平成26年2⽉9⽇（⽇） 0 9 9 0 9 5 声がけ時に規制区域には⼊っていない旨返答
平成26年2⽉16⽇（⽇） 0 9 9 0 9 5 声がけ時に規制区域の反対側に⼊りたい旨返答
平成26年2⽉23⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成26年3⽉2⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成26年3⽉9⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成26年3⽉16⽇（⽇） 0 7 7 0 7 7
平成26年3⽉21⽇（⾦） 0 0 0 0 0 0
平成26年3⽉22⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0

※9⽇実施 合計 0 26 26 0 26 18
活動⽇1⽇あたり 0.000 2.889 2.889 0.000 2.889 2.000

平成26年度 平成27年2⽉8⽇（⽇） 0 0 0 6 6 3 ⽴ち去り、古い進⼊の形跡あり
平成27年2⽉14⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成27年2⽉21⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成27年2⽉28⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成27年3⽉1⽇（⽇） 0 7 7 0 7 6 合同パトロール
平成27年3⽉8⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 古い進⼊の形跡あり
平成27年3⽉14⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成27年3⽉22⽇（⽇） 0 0 0 4 4 4 ⽴ち去り、古い進⼊の形跡あり

※8⽇実施 合計 0 7 7 10 17 13
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.875 0.875 1.250 2.125 1.625

平成27年度 平成28年2⽉7⽇（⽇） 0 0 0 10 10 10 ⽴ち去り
平成28年2⽉11⽇（⽊） 0 0 0 0 0 0
平成28年2⽉21⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成28年2⽉28⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成28年3⽉6⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成28年3⽉13⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成28年3⽉20⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0

※7⽇実施 合計 0 0 0 10 10 10
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 1.429 1.429 1.429

平成28年度 平成29年1⽉28⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成29年2⽉4⽇（⼟） 0 0 0 3 3 2 レジャー⽬的利⽤者2台浮島へ移動（⽴ち去り）、アンテナ点検業者1台進⼊

平成29年2⽉11⽇（⼟） 0 0 0 3 3 2 声がけに時に規制区域ある旨説明すると浮島へ移動（⽴ち去り）
平成29年2⽉26⽇（⽇） 0 0 0 2 2 2 ⽴ち去り
平成29年3⽉4⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成29年3⽉5⽇（⽇） 0 0 0 5 5 2 声がけに時に規制区域ある旨説明すると浮島へ移動（⽴ち去り）
平成29年3⽉11⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成29年3⽉12⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成29年3⽉18⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成29年3⽉19⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成29年3⽉20⽇（⽉） 0 0 0 0 0 0

※11⽇実施 合計 0 0 0 13 13 8
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 1.182 1.182 0.727

平成29年度 平成30年1⽉28⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成30年2⽉11⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成30年2⽉17⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成30年2⽉24⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0

※4⽇実施 合計 0 0 0 0 0 0
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

牽引⾞
台数 備考活動⽇年度

スノーモビル台数
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スノーモビル監視活動業務結果
旭川市東旭川（ペーパン）

① ② ③
規制区域内へ

到達
規制区域内へ
到達したか不明

①②
合計

規制区域内に
未達

①②③
合計

平成21年度 平成22年3⽉3⽇（⽔） 0 0 0 0 0 0
平成22年3⽉7⽇（⽇） 0 0 0 1 1 1
平成22年3⽉9⽇（⽕） 0 2 2 0 2 2
平成22年3⽉12⽇（⾦） 0 0 0 0 0 0 関係者によるものと思われる⾛⾏跡あり
平成22年3⽉17⽇（⽔） 0 0 0 0 0 0
平成22年3⽉19⽇（⾦） 0 1 1 0 1 1

※6⽇実施 合計 0 3 3 1 4 4
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.500 0.500 0.167 0.667 0.667

平成22年度 平成23年2⽉19⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成23年2⽉20⽇（⽇） 0 1 1 0 1 1
平成23年3⽉6⽇（⽇） 0 10 10 0 10 10
平成23年3⽉19⽇（⼟） 0 1 1 0 1 1
平成23年3⽉20⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0

※5⽇実施 合計 0 12 12 0 12 12
活動⽇1⽇あたり 0.000 2.400 2.400 0.000 2.400 2.400

平成23年度 平成24年2⽉18⽇（⼟） 0 4 4 0 4 4 声がけ時に周辺を利⽤する旨返答
平成24年2⽉19⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成24年3⽉4⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成24年3⽉17⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成24年3⽉18⽇（⽇） 0 5 5 0 5 5

※5⽇実施 合計 0 9 9 0 9 9
活動⽇1⽇あたり 0.000 1.800 1.800 0.000 1.800 1.800

平成24年度 平成25年2⽉9⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0 古い進⼊の形跡あり
平成25年2⽉16⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成25年2⽉17⽇（⽇） 0 2 2 0 2 2
平成25年3⽉3⽇（⽇） 0 2 2 0 2 0 東川町から冬期通⾏⽌め中の道道を利⽤して到達
平成25年3⽉16⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成25年3⽉17⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0

※6⽇実施 合計 0 4 4 0 4 2
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.667 0.667 0.000 0.667 0.333

平成25年度 平成26年2⽉16⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成26年3⽉1⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成26年3⽉15⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成26年3⽉22⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0 古い進⼊の形跡あり

※4⽇実施 合計 0 0 0 0 0 0
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

平成26年度 平成27年2⽉7⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0 進⼊の形跡あり
平成27年2⽉15⽇（⽇） 0 0 0 3 3 2 ⽴ち去り
平成27年2⽉21⽇（⼟） 0 7 7 0 7 7
平成27年2⽉22⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 進⼊の形跡あり
平成27年3⽉7⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0 21世紀の森⽅⾯への古い⾛⾏跡あり
平成27年3⽉15⽇（⽇） 0 2 2 0 2 2
平成27年3⽉21⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0

※7⽇実施 合計 0 9 9 3 12 11
活動⽇1⽇あたり 0.000 1.286 1.286 0.429 1.714 1.571

平成27年度 平成28年2⽉6⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成28年2⽉7⽇（⽇） 0 3 3 0 3 3 声がけ時に規制区域は知っている旨返答
平成28年2⽉11⽇（⽊） 0 0 0 4 4 4 ⽴ち去り
平成28年2⽉13⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成28年2⽉20⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成28年2⽉21⽇（⽇） 0 0 0 1 1 1 ⽴ち去り
平成28年2⽉27⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0 古い進⼊の形跡あり
平成28年2⽉28⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 古い進⼊の形跡あり
平成28年3⽉5⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成28年3⽉6⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成28年3⽉12⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0 古い進⼊の形跡あり
平成28年3⽉13⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成28年3⽉19⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成28年3⽉20⽇（⽇） 0 0 0 1 1 1 ⽴ち去り
平成28年3⽉21⽇（⽉） 0 2 2 0 2 2

※15⽇実施 合計 0 5 5 6 11 11
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.333 0.333 0.400 0.733 0.733

平成28年度 平成29年1⽉29⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成29年2⽉12⽇（⽇） 0 0 0 1 1 1 声がけ後⽴ち去り
平成29年2⽉18⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成29年2⽉25⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成29年3⽉4⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成29年3⽉5⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 古い進⼊の形跡あり
平成29年3⽉11⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成29年3⽉12⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成29年3⽉18⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成29年3⽉19⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成29年3⽉20⽇（⽉） 0 0 0 0 0 0 古い進⼊の形跡あり

※11⽇実施 合計 0 0 0 1 1 1
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.091 0.091 0.091

年度 活動⽇ 牽引⾞
台数 備考

スノーモビル台数
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スノーモビル監視活動業務結果
旭川市東旭川（ペーパン）

① ② ③
規制区域内へ

到達
規制区域内へ
到達したか不明

①②
合計

規制区域内に
未達

①②③
合計

年度 活動⽇ 牽引⾞
台数 備考

スノーモビル台数

平成29年度 平成30年1⽉28⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成30年2⽉3⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成30年2⽉10⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成30年2⽉18⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成30年3⽉3⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成30年3⽉10⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成30年3⽉17⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成30年3⽉18⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成30年3⽉21⽇（⽔） 0 0 0 0 0 0
平成30年3⽉25⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 古い進⼊の形跡あり

※10⽇実施 合計 0 0 0 0 0 0
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
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スノーモビル監視活動業務結果
東川町幌倉沼

① ② ③
規制区域内へ

到達
規制区域内へ
到達したか不明

①②
合計

規制区域内に
未達

①②③
合計

平成21年度 平成22年2⽉11⽇（⽊） 0 0 0 0 0 0
平成22年2⽉14⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成22年2⽉16⽇（⽕） 0 0 0 0 0 0
平成22年2⽉20⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0 ⾛⾏跡あり
平成22年2⽉21⽇（⽇） 0 3 3 0 3 3 レジャー⽬的利⽤者への声がけ時に規制区域には⼊らない旨返答
平成22年2⽉24⽇（⽔） 0 0 0 0 0 0 古い⾛⾏跡あり
平成22年2⽉26⽇（⾦） 0 0 0 0 0 0
平成22年2⽉28⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 ⾛⾏跡あり
平成22年3⽉1⽇（⽉） 0 0 0 0 0 0 古い⾛⾏跡あり
平成22年3⽉4⽇（⽊） 0 0 0 0 0 0
平成22年3⽉6⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成22年3⽉7⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成22年3⽉8⽇（⽉） 0 0 0 0 0 0
平成22年3⽉11⽇（⽊） 0 0 0 0 0 0
平成22年3⽉13⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成22年3⽉14⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成22年3⽉16⽇（⽕） 0 0 0 0 0 0
平成22年3⽉19⽇（⾦） 0 0 0 0 0 0 古い⾛⾏跡あり
平成22年3⽉20⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0

※19⽇実施 合計 0 3 3 0 3 3
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.158 0.158 0.000 0.158 0.158

平成22年度 平成23年2⽉19⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成23年2⽉20⽇（⽇） 0 1 1 0 1 0 ハンターの⾞両
平成23年2⽉22⽇（⽕） 0 0 0 0 0 0 古い⾛⾏跡あり
平成23年3⽉6⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 ⾛⾏跡あり
平成23年3⽉19⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0 古い⾛⾏跡あり
平成23年3⽉20⽇（⽇） 0 0 0 0 0 1

※6⽇実施 合計 0 1 1 0 1 1
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.167 0.167 0.000 0.167 0.167

平成23年度 平成24年2⽉19⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成24年2⽉21⽇（⽕） 0 0 0 0 0 0
平成24年2⽉26⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成24年3⽉4⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 ⾛⾏跡あり
平成24年3⽉17⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0 ⾛⾏跡あり
平成24年3⽉18⽇（⽇） 0 2 2 0 2 2 レジャー⽬的1台・普及啓発⽤パンフを配布、シカ猟⽬的1台

※6⽇実施 合計 0 2 2 0 2 2
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.333 0.333 0.000 0.333 0.333

平成24年度 平成25年2⽉9⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成25年2⽉16⽇（⼟） 0 0 0 0 0 1 ハンターの⾞両
平成25年2⽉17⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 古い⾛⾏跡あり
平成25年3⽉3⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成25年3⽉16⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成25年3⽉17⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成25年3⽉20⽇（⽔） 0 0 0 0 0 0

※7⽇実施 合計 0 0 0 0 0 1
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.143

平成25年度 平成26年2⽉9⽇（⽇） 0 0 0 0 0 1 ハンターの⾞両
平成26年2⽉16⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 古い⾛⾏跡あり
平成26年2⽉23⽇（⽇） 0 5 5 0 5 5 普及啓発⽤パンフを配布
平成26年3⽉2⽇（⽇） 0 0 0 0 0 1
平成26年3⽉9⽇（⽇） 0 0 0 0 0 3
平成26年3⽉16⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 古い⾛⾏跡あり
平成26年3⽉23⽇（⽇） 0 3 3 0 3 3

※7⽇実施 合計 0 8 8 0 8 13
活動⽇1⽇あたり 0.000 1.143 1.143 0.000 1.143 1.857

平成26年度 平成27年2⽉8⽇（⽇） 0 1 1 0 1 1 声がけ時に規制区域には⼊らない旨返答
平成27年2⽉15⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成27年2⽉22⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 古い⾛⾏跡あり
平成27年3⽉1⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成27年3⽉8⽇（⽇） 0 0 0 0 0 2 造材作業関係者のものと想定
平成27年3⽉15⽇（⽇） 0 0 0 0 0 1 造材作業関係者のものと想定
平成27年3⽉22⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 古い⾛⾏跡あり

※7⽇実施 合計 0 1 1 0 1 4
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.143 0.143 0.000 0.143 0.571

平成27年度 平成28年2⽉7⽇（⽇） 0 0 0 0 0 4
平成28年2⽉14⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 古い⾛⾏跡あり
平成28年2⽉21⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 古い⾛⾏跡あり
平成28年2⽉28⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成28年3⽉6⽇（⽇） 0 1 1 0 1 1 狩猟⽬的
平成28年3⽉14⽇（⽉） 0 0 0 0 0 0 ハンターのものと思われる古い⾛⾏跡あり
平成28年3⽉20⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成28年3⽉27⽇（⽇） 0 3 3 0 3 2 声がけ時に規制区域には⼊らない旨返答

※8⽇実施 合計 0 4 4 0 4 7
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.500 0.500 0.000 0.500 0.875

年度 活動⽇ 牽引⾞
台数 備考

スノーモビル台数
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スノーモビル監視活動業務結果
東川町幌倉沼

① ② ③
規制区域内へ

到達
規制区域内へ
到達したか不明

①②
合計

規制区域内に
未達

①②③
合計

年度 活動⽇ 牽引⾞
台数 備考

スノーモビル台数

平成28年度 平成29年1⽉29⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 ⾛⾏跡あり
平成29年2⽉5⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 古い⾛⾏跡あり
平成29年2⽉12⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成29年2⽉19⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 古い⾛⾏跡あり
平成29年2⽉26⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 古い⾛⾏跡あり
平成29年3⽉4⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0 古い⾛⾏跡あり
平成29年3⽉12⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 古い⾛⾏跡あり
平成29年3⽉19⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成29年3⽉20⽇（⽉） 0 0 0 0 0 0

※9⽇実施 合計 0 0 0 0 0 0
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

平成29年度 平成30年1⽉28⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成30年2⽉4⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成30年2⽉11⽇（⽇） 0 2 2 0 2 2 倉沼ゲート⽅⾯への古い⾛⾏跡あり、声がけ時に⼊⼭しない旨返答後⽴ち去り

平成30年2⽉12⽇（⽉） 0 1 1 0 1 1 駆除⽬的
平成30年2⽉18⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 ⾛⾏跡あり
平成30年2⽉25⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 古い⾛⾏跡あり
平成30年3⽉4⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 ⾛⾏跡あり
平成30年3⽉11⽇（⽇） 0 3 3 0 3 5 全て猟友会メンバー関係⾞両
平成30年3⽉18⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0

※9⽇実施 合計 0 6 6 0 6 8
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.667 0.667 0.000 0.667 0.889
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スノーモビル監視活動業務結果
美瑛町俵真布

① ② ③
規制区域内へ

到達
規制区域内へ
到達したか不明

①②
合計

規制区域内に
未達

①②③
合計

平成21年度 平成22年2⽉11⽇（⽊） 0 0 0 0 0 0
平成22年2⽉14⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成22年2⽉16⽇（⽕） 0 1 1 0 1 0 ⾛⾏跡あり
平成22年2⽉19⽇（⾦） 0 0 0 0 0 0 ⾛⾏跡あり
平成22年2⽉20⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0 ⾛⾏跡あり
平成22年2⽉21⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成22年2⽉24⽇（⽔） 0 0 0 0 0 0 古い⾛⾏跡あり
平成22年2⽉26⽇（⾦） 0 0 0 0 0 0
平成22年2⽉28⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成22年3⽉4⽇（⽊） 0 0 0 0 0 0
平成22年3⽉14⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成22年3⽉16⽇（⽕） 0 0 0 0 0 0
平成22年3⽉19⽇（⾦） 0 0 0 0 0 1
平成22年3⽉20⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0 ⾛⾏跡あり

※14⽇実施 合計 0 1 1 0 1 1
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.071 0.071 0.000 0.071 0.071

平成22年度 平成23年2⽉19⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成23年2⽉20⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成23年2⽉22⽇（⽕） 0 0 0 0 0 0
平成23年3⽉6⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 ⾛⾏跡あり
平成23年3⽉19⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成23年3⽉20⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0

※6⽇実施 合計 0 0 0 0 0 0
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

平成23年度 平成24年2⽉19⽇（⽇） 0 10 10 0 10 10 美瑛猟友会・声がけ時に規制区域には⼊らない旨返答
平成24年2⽉21⽇（⽕） 0 0 0 0 0 0
平成24年2⽉26⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成24年3⽉4⽇（⽇） 0 6 6 0 6 6 美瑛猟友会
平成24年3⽉17⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成24年3⽉18⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0

※6⽇実施 合計 0 16 16 0 16 16
活動⽇1⽇あたり 0.000 2.667 2.667 0.000 2.667 2.667

平成24年度 平成25年2⽉9⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成25年2⽉16⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0 古い⾛⾏跡あり
平成25年2⽉17⽇（⽇） 0 0 0 0 0 7 美瑛猟友会
平成25年3⽉3⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成25年3⽉16⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成25年3⽉17⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成25年3⽉20⽇（⽔） 0 0 0 0 0 0 古い⾛⾏跡あり

※7⽇実施 合計 0 0 0 0 0 7
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 1.000

平成25年度 平成26年2⽉9⽇（⽇） 0 0 0 0 0 5 美瑛猟友会・牽引⾞台数は写真から判別できるもののみ
平成26年2⽉16⽇（⽇） 0 0 0 0 0 4 美瑛猟友会・牽引⾞台数は写真から判別できるもののみ
平成26年2⽉23⽇（⽇） 0 0 0 0 0 5 美瑛猟友会・牽引⾞台数は写真から判別できるもののみ
平成26年3⽉2⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成26年3⽉9⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成26年3⽉16⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成26年3⽉23⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0

※7⽇実施 合計 0 0 0 0 0 14
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 2.000

平成26年度 平成27年2⽉8⽇（⽇） 0 0 0 0 0 10 美瑛猟友会・声がけ時に規制区域には⼊らない旨返答
平成27年2⽉15⽇（⽇） 0 0 0 0 0 14 美瑛猟友会
平成27年2⽉22⽇（⽇） 0 6 6 0 6 美瑛猟友会・牽引⾞台数は不明
平成27年3⽉1⽇（⽇） 0 0 0 0 0 2
平成27年3⽉8⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成27年3⽉15⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成27年3⽉22⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 古い⾛⾏跡あり

※7⽇実施 合計 0 6 6 0 6 26
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.857 0.857 0.000 0.857 4.333

平成27年度 平成28年2⽉7⽇（⽇） 0 0 0 0 0 5 美瑛猟友会
平成28年2⽉14⽇（⽇） 0 0 0 0 0 10 美瑛猟友会
平成28年2⽉21⽇（⽇） 0 14 14 0 14 美瑛猟友会・牽引⾞台数は不明
平成28年2⽉28⽇（⽇） 0 0 0 0 0 8 美瑛猟友会
平成28年3⽉6⽇（⽇） 0 0 0 0 0 7 美瑛猟友会・牽引⾞台数は写真から判別できるもののみ
平成28年3⽉14⽇（⽉） 0 2 2 0 2 2 レジャー⽬的1台・声がけ時に規制区域には⼊らない旨返答、狩猟⽬的1台

平成28年3⽉20⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 古い⾛⾏跡あり
平成28年3⽉27⽇（⽇） 0 1 1 0 1 1 美瑛猟友会

※8⽇実施 合計 0 17 17 0 17 33
活動⽇1⽇あたり 0.000 2.125 2.125 0.000 2.125 4.714

年度 活動⽇ 牽引⾞
台数 備考

スノーモビル台数
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スノーモビル監視活動業務結果
美瑛町俵真布

① ② ③
規制区域内へ

到達
規制区域内へ
到達したか不明

①②
合計

規制区域内に
未達

①②③
合計

年度 活動⽇ 牽引⾞
台数 備考

スノーモビル台数

平成28年度 平成29年1⽉29⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成29年2⽉5⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成29年2⽉12⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 古い⾛⾏跡あり
平成29年2⽉19⽇（⽇） 0 0 0 0 0 13 美瑛猟友会
平成29年2⽉26⽇（⽇） 0 0 0 0 0 11 美瑛猟友会
平成29年3⽉4⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0 古い⾛⾏跡あり
平成29年3⽉12⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 古い⾛⾏跡あり
平成29年3⽉19⽇（⽇） 0 0 0 0 0 1
平成29年3⽉20⽇（⽉） 0 0 0 0 0 0 古い⾛⾏跡あり

※9⽇実施 合計 0 0 0 0 0 25
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 2.778

平成29年度 平成30年1⽉28⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成30年2⽉4⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成30年2⽉11⽇（⽇） 0 0 0 0 0 8 美瑛猟友会
平成30年2⽉12⽇（⽉） 0 0 0 0 0 0 古い⾛⾏跡あり
平成30年2⽉18⽇（⽇） 0 0 0 0 0 5 美瑛猟友会
平成30年2⽉25⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成30年3⽉4⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成30年3⽉11⽇（⽇） 0 0 0 0 0 2 ハンターの⾞両
平成30年3⽉18⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 古い⾛⾏跡あり

※9⽇実施 合計 0 0 0 0 0 15
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 1.667
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スノーモビル監視活動業務結果
富良野市ベベルイ原始ヶ原

① ② ③
規制区域内へ

到達
規制区域内へ
到達したか不明

①②
合計

規制区域内に
未達

①②③
合計

平成22年度 平成23年2⽉19⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成23年2⽉20⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成23年3⽉6⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成23年3⽉19⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成23年3⽉20⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0

※5⽇実施 合計 0 0 0 0 0 0
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

平成23年度 平成24年2⽉18⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成24年2⽉19⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成24年3⽉3⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成24年3⽉4⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成24年3⽉11⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 ⼤麓⼭⼭頂で複数台の⾛⾏跡を確認
平成24年3⽉17⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成24年3⽉18⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 秋雲橋付近に東⼤演習林⽅向への⾛⾏跡あり

※7⽇実施 合計 0 0 0 0 0 0
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

平成24年度 平成25年2⽉9⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成25年2⽉10⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成25年2⽉16⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成25年2⽉17⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成25年2⽉23⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成25年2⽉24⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成25年3⽉2⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成25年3⽉3⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成25年3⽉17⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0

※9⽇実施 合計 0 0 0 0 0 0
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

平成25年度 平成26年2⽉9⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成26年2⽉16⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成26年2⽉23⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 ベベルイ林道で⾛⾏跡を確認
平成26年3⽉2⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成26年3⽉9⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成26年3⽉16⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 秋雲橋付近に森林管理局スノーモビル2台のものと思われる⾛⾏跡あり
平成26年3⽉23⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0

※7⽇実施 合計 0 0 0 0 0 0
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

平成27年度 平成28年2⽉7⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成28年2⽉14⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成28年2⽉22⽇（⽉） 0 0 0 0 0 0
平成28年3⽉6⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成28年3⽉13⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成28年3⽉20⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0

※6⽇実施 合計 0 0 0 0 0 0
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

平成28年度 平成29年2⽉4⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成29年2⽉12⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成29年2⽉20⽇（⽉） 0 0 0 0 0 0
平成29年2⽉27⽇（⽉） 0 0 0 0 0 0
平成29年3⽉13⽇（⽉） 0 0 0 0 0 0
平成29年3⽉19⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成29年3⽉27⽇（⽉） 0 0 0 0 0 0

※7⽇実施 合計 0 0 0 0 0 0
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

平成29年度 平成30年2⽉4⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成30年2⽉11⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成30年2⽉18⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成30年2⽉25⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成30年3⽉10⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成30年3⽉11⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成30年3⽉18⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成30年3⽉25⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0

※8⽇実施 合計 0 0 0 0 0 0
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

年度 活動⽇ 牽引⾞
台数 備考

スノーモビル台数
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スノーモビル監視活動業務結果
南富良野町奥落合

① ② ③
規制区域内へ

到達
規制区域内へ
到達したか不明

①②
合計

規制区域内に
未達

①②③
合計

平成22年度 平成23年2⽉19⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0 ⾛⾏跡あり
平成23年2⽉20⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 ⾛⾏跡あり
平成23年3⽉6⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 ⾛⾏跡あり
平成23年3⽉19⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0 ⾛⾏跡あり
平成23年3⽉20⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 ⾛⾏跡あり

※5⽇実施 合計 0 0 0 0 0 0
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

平成23年度 平成24年2⽉18⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0 ⾛⾏跡あり
平成24年2⽉19⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成24年3⽉3⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0 ⾛⾏跡あり
平成24年3⽉4⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成24年3⽉11⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成24年3⽉18⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0

※6⽇実施 合計 0 0 0 0 0 0
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

平成24年度 平成25年2⽉9⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成25年2⽉11⽇（⽉） 0 0 0 0 0 0
平成25年2⽉16⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0 ⾛⾏跡あり
平成25年3⽉3⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成25年3⽉17⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0

※5⽇実施 合計 0 0 0 0 0 0
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

平成25年度 平成26年2⽉16⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 ⾛⾏跡あり
平成26年3⽉2⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成26年3⽉9⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0

※3⽇実施 合計 0 0 0 0 0 0
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

平成26年度 平成27年2⽉8⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成27年2⽉15⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成27年2⽉22⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成27年3⽉1⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成27年3⽉7⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成27年3⽉15⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成27年3⽉22⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成27年4⽉5⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成27年4⽉11⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0

※9⽇実施 合計 0 0 0 0 0 0
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

年度 活動⽇ 牽引⾞
台数 備考

スノーモビル台数
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スノーモビル監視活動業務結果
南富良野町北落合

① ② ③
規制区域内へ

到達
規制区域内へ
到達したか不明

①②
合計

規制区域内に
未達

①②③
合計

平成22年度 平成23年2⽉19⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成23年2⽉20⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成23年3⽉6⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成23年3⽉19⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成23年3⽉20⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0

※5⽇実施 合計 0 0 0 0 0 0
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

平成23年度 平成24年2⽉18⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0 ⾛⾏跡あり
平成24年2⽉19⽇（⽇） 0 0 0 0 0 16
平成24年3⽉3⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成24年3⽉4⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 ⾛⾏跡あり
平成24年3⽉11⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 ⾛⾏跡あり
平成24年3⽉18⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 ⾛⾏跡あり

※6⽇実施 合計 0 0 0 0 0 16
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 2.667

平成24年度 平成25年2⽉9⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成25年2⽉11⽇（⽉） 0 0 0 0 0 5 普及啓発⽤パンフをスノーモビル関係⾞両に配布
平成25年2⽉16⽇（⼟） 0 0 0 0 0 2 普及啓発⽤パンフをスノーモビル関係⾞両に配布
平成25年2⽉17⽇（⽇） 0 0 0 0 0 7 普及啓発⽤パンフをスノーモビル関係⾞両に配布
平成25年3⽉2⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成25年3⽉17⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0

※6⽇実施 合計 0 0 0 0 0 14
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 2.333

平成25年度 平成26年2⽉9⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成26年2⽉23⽇（⽇） 0 8 8 0 8 5 経歳鶴⽅⾯を⾛⾏
平成26年3⽉2⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成26年3⽉9⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成26年3⽉16⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 ⾛⾏跡あり

※5⽇実施 合計 0 8 8 0 8 5
活動⽇1⽇あたり 0.000 1.600 1.600 0.000 1.600 1.000

平成26年度 平成27年2⽉8⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成27年2⽉15⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成27年2⽉22⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成27年3⽉1⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成27年3⽉7⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成27年3⽉15⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成27年3⽉22⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 古い⾛⾏跡あり
平成27年4⽉5⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成27年4⽉11⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0

※9⽇実施 合計 0 0 0 0 0 0
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

平成27年度 平成28年2⽉7⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成28年2⽉14⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成28年2⽉22⽇（⽉） 0 0 0 0 0 0
平成28年2⽉28⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 古い⾛⾏跡あり
平成28年3⽉6⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成28年3⽉13⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 東幾寅からのアウトドア事業者のスノーモビルツアーの軌跡
平成28年3⽉20⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成28年3⽉28⽇（⽉） 0 0 0 0 0 0

※8⽇実施 合計 0 0 0 0 0 0
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

平成28年度 平成29年2⽉4⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成29年2⽉12⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成29年2⽉20⽇（⽉） 0 0 0 0 0 0 ⾛⾏跡あり
平成29年2⽉27⽇（⽉） 0 0 0 0 0 0
平成29年3⽉5⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成29年3⽉13⽇（⽉） 0 0 0 0 0 0
平成29年3⽉19⽇（⽇） 0 0 0 0 0 3 東幾寅⽅⾯への軌跡あり
平成29年3⽉27⽇（⽉） 0 0 0 0 0 0 古い⾛⾏跡あり

※8⽇実施 合計 0 0 0 0 0 3
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.375

平成29年度 平成30年2⽉4⽇（⽇） 0 0 0 0 0 1
平成30年2⽉11⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成30年2⽉18⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成30年2⽉25⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成30年3⽉10⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成30年3⽉11⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成30年3⽉18⽇（⽇） 0 4 4 0 4 4 スノーモビル台数は想定、軌跡は公園区域と反対⽅向
平成30年3⽉27⽇（⽕） 0 0 0 0 0 2

※8⽇実施 合計 0 4 4 0 4 7
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.500 0.500 0.000 0.500 0.875

年度 活動⽇ 牽引⾞
台数 備考

スノーモビル台数
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スノーモビル監視活動業務結果
南富良野町東幾寅

① ② ③
規制区域内へ

到達
規制区域内へ
到達したか不明

①②
合計

規制区域内に
未達

①②③
合計

平成25年度 平成26年2⽉16⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成26年3⽉2⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成26年3⽉9⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 ⾛⾏跡あり
平成26年3⽉16⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0

※4⽇実施 合計 0 0 0 0 0 0
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

平成26年度 平成27年2⽉8⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 ⾛⾏跡あり
平成27年2⽉15⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成27年2⽉22⽇（⽇） 0 0 0 0 0 1 経歳鶴⽅⾯への軌跡あり
平成27年3⽉1⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成27年3⽉7⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成27年3⽉15⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 合同パトロール
平成27年3⽉22⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成27年4⽉5⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成27年4⽉11⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0

※9⽇実施 合計 0 0 0 0 0 1
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.111

平成27年度 平成28年2⽉28⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成28年3⽉28⽇（⽉） 0 0 0 0 0 0 ⾛⾏跡あり

※2⽇実施 合計 0 0 0 0 0 0
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

平成28年度 平成29年2⽉4⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成29年2⽉12⽇（⽇） 0 16 16 0 16 16 スノーモビル台数は想定、全て⼤麓⼭⽅⾯に⼊⼭したと思われる
平成29年2⽉20⽇（⽉） 0 0 0 0 0 0 ⾛⾏跡あり
平成29年2⽉27⽇（⽉） 0 0 0 0 0 0 古い⾛⾏跡あり
平成29年3⽉5⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成29年3⽉13⽇（⽉） 0 0 0 0 0 0
平成29年3⽉19⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成29年3⽉27⽇（⽉） 0 0 0 0 0 0

※8⽇実施 合計 0 16 16 0 16 16
活動⽇1⽇あたり 0.000 2.000 2.000 0.000 2.000 2.000

平成29年度 平成30年2⽉4⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成30年2⽉11⽇（⽇） 0 13 13 0 13 13 声がけ時に公園区域・規制区域には⼊らない旨返答、スノーモビル台数は想定

平成30年2⽉18⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 合同巡視
平成30年2⽉25⽇（⽇） 0 8 8 0 8 8 声がけ時に公園区域には⼊らない旨返答
平成30年3⽉10⽇（⼟） 0 2 2 0 2 2 1名に声がけ時に公園区域には⼊らない旨返答
平成30年3⽉11⽇（⽇） 0 2 2 0 2 2 スノーモビル台数は想定
平成30年3⽉18⽇（⽇） 0 2 2 0 2 2 声がけ時に公園区域には⼊らない旨返答
平成30年3⽉26⽇（⽉） 0 0 0 0 0 0

※8⽇実施 合計 0 27 27 0 27 27
活動⽇1⽇あたり 0.000 3.375 3.375 0.000 3.375 3.375

年度 活動⽇ 牽引⾞
台数 備考

スノーモビル台数
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スノーモビル監視活動業務結果
新得町サホロダム

① ② ③
規制区域内へ

到達
規制区域内へ
到達したか不明

①②
合計

規制区域内に
未達

①②③
合計

平成21年度 平成22年3⽉7⽇（⽇） 0 0 0 0 0 13
平成22年3⽉8⽇（⽉） 0 0 0 0 0 0 狩猟⾞1台通⾏あり＞チラシ配布
平成22年3⽉9⽇（⽕） 0 0 0 0 0 0
平成22年3⽉10⽇（⽔） 0 0 0 0 0 0
平成22年3⽉12⽇（⾦） 0 0 0 0 0 0
平成22年3⽉15⽇（⽉） 0 0 0 0 0 0
平成22年3⽉18⽇（⽊） 0 0 0 0 0 0
平成22年3⽉19⽇（⾦） 0 0 0 0 0 0
平成22年3⽉23⽇（⽕） 0 0 0 0 0 0

※9⽇実施 合計 0 0 0 0 0 13
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 1.444

平成22年度 平成23年2⽉19⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0 ワカサギ釣り⾞両9台の駐⾞
平成23年2⽉20⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 ワカサギ釣り⾞両15台の駐⾞
平成23年2⽉26⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0 ワカサギ釣り⾞両14台の駐⾞
平成23年2⽉27⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 ワカサギ釣り⾞両19台の駐⾞
平成23年3⽉6⽇（⽇） 0 0 0 0 0 4 普及啓発⽤パンフをスノーモビル関係⾞両に配布
平成23年3⽉12⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成23年3⽉13⽇（⽇） 0 0 0 0 0 9 普及啓発⽤パンフをスノーモビル関係⾞両に配布
平成23年3⽉19⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成23年3⽉20⽇（⽇） 0 0 0 0 0 7 普及啓発⽤パンフをスノーモビル関係⾞両に配布

※9⽇実施 合計 0 0 0 0 0 20
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 2.222

平成23年度 平成24年2⽉18⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0 ワカサギ釣り⾞両7台の駐⾞
平成24年2⽉19⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 ワカサギ釣り⾞両16台の駐⾞
平成24年2⽉25⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0 ワカサギ釣り⾞両5台の駐⾞
平成24年3⽉3⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成24年3⽉4⽇（⽇） 0 0 0 0 0 3 普及啓発⽤パンフをスノーモビル関係⾞両に配布
平成24年3⽉10⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成24年3⽉11⽇（⽇） 0 0 0 0 0 7 普及啓発⽤パンフをスノーモビル関係⾞両に配布
平成24年3⽉17⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成24年3⽉18⽇（⽇） 0 0 0 0 0 6 普及啓発⽤パンフをスノーモビル関係⾞両に配布

※9⽇実施 合計 0 0 0 0 0 16
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 1.778

平成24年度 平成25年2⽉9⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0 ワカサギ釣り⾞両17台の駐⾞
平成25年2⽉16⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0 ワカサギ釣り⾞両13台の駐⾞
平成25年3⽉2⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0 ワカサギ釣り⾞両1台の駐⾞
平成25年3⽉9⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成25年3⽉10⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成25年3⽉16⽇（⼟） 0 2 2 0 2 1 スノーモビル台数は推定
平成25年3⽉17⽇（⽇） 0 0 0 0 0 8

※7⽇実施 合計 0 2 2 0 2 9
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.286 0.286 0.000 0.286 1.286

平成25年度 平成26年2⽉16⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成26年2⽉23⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 ワカサギ釣り⾞両15台の駐⾞
平成26年3⽉2⽇（⽇） 0 13 13 0 13 12 声がけ時に規制区域には⼊らない旨返答、普及啓発⽤パンフを配布
平成26年3⽉9⽇（⽇） 0 3 3 0 3 3 声がけ時に規制区域には⼊らない旨返答、普及啓発⽤パンフを配布
平成26年3⽉15⽇（⼟） 0 3 3 0 3 3 声がけ時に規制区域には⼊らない旨返答、普及啓発⽤パンフ・規制区域図を配布

平成26年3⽉16⽇（⽇） 0 9 9 0 9 9 声がけ時に規制区域には⼊らない旨返答、普及啓発⽤パンフを配布
平成26年3⽉21⽇（⾦） 0 4 4 0 4 4 声がけ時に規制区域には⼊らない旨返答、普及啓発⽤パンフを配布

※7⽇実施 合計 0 32 32 0 32 31
活動⽇1⽇あたり 0.000 4.571 4.571 0.000 4.571 4.429

平成26年度 平成27年2⽉21⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0 ワカサギ釣り⾞両13台の駐⾞
平成27年2⽉22⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 ワカサギ釣り⾞両12台の駐⾞
平成27年3⽉1⽇（⽇） 0 8 8 0 8 14 声がけ時に規制区域には⼊らない旨返答、普及啓発⽤パンフを配布
平成27年3⽉8⽇（⽇） 0 6 6 0 6 4 声がけ時に規制区域には⼊らない旨返答、普及啓発⽤パンフを配布
平成27年3⽉14⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成27年3⽉15⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0

※6⽇実施 合計 0 14 14 0 14 18
活動⽇1⽇あたり 0.000 2.333 2.333 0.000 2.333 3.000

平成27年度 平成27年3⽉22⽇（⽇） 0 7 7 0 7 7 声がけ時に規制区域には⼊らない旨返答、普及啓発⽤パンフを配布
平成28年2⽉20⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0 ワカサギ釣り⾞両18台の駐⾞
平成28年2⽉21⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 ワカサギ釣り⾞両12台の駐⾞
平成28年2⽉27⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0 ワカサギ釣り⾞両26台の駐⾞
平成28年2⽉28⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 ワカサギ釣り⾞両21台の駐⾞
平成28年3⽉12⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成28年3⽉13⽇（⽇） 0 10 10 0 10 9 声がけ時に規制区域には⼊らない旨返答、普及啓発⽤パンフを配布
平成28年3⽉20⽇（⽇） 0 10 10 0 10 10 声がけ時に規制区域には⼊らない旨返答、普及啓発⽤パンフを配布

※8⽇実施 合計 0 27 27 0 27 26
活動⽇1⽇あたり 0.000 3.375 3.375 0.000 3.375 3.250

平成28年度 平成29年2⽉12⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 ワカサギ釣り⾞両11台の駐⾞
平成29年2⽉18⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0 ワカサギ釣り⾞両7台の駐⾞
平成29年2⽉19⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 ワカサギ釣り⾞両14台の駐⾞
平成29年3⽉4⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成29年3⽉12⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成29年3⽉19⽇（⽇） 0 14 14 0 14 13 声がけ時に規制区域には⼊らない旨返答、普及啓発⽤パンフを配布

※6⽇実施 合計 0 14 14 0 14 13
活動⽇1⽇あたり 0.000 2.333 2.333 0.000 2.333 2.167

年度 活動⽇ 牽引⾞
台数 備考

スノーモビル台数
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スノーモビル監視活動業務結果
新得町サホロダム

① ② ③
規制区域内へ

到達
規制区域内へ
到達したか不明

①②
合計

規制区域内に
未達

①②③
合計

年度 活動⽇ 牽引⾞
台数 備考

スノーモビル台数

平成29年度 平成29年3⽉20⽇（⽉） 0 0 0 0 0 0
平成30年2⽉17⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0 ワカサギ釣り⾞両11台の駐⾞
平成30年2⽉18⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 ワカサギ釣り⾞両15台の駐⾞
平成30年2⽉24⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0 ワカサギ釣り⾞両18台の駐⾞
平成30年2⽉25⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0 ワカサギ釣り⾞両26台の駐⾞
平成30年3⽉3⽇（⼟） 0 0 0 0 0 0
平成30年3⽉11⽇（⽇） 0 0 0 0 0 0
平成30年3⽉18⽇（⽇） 0 4 4 0 4 4 声がけ時に規制区域には⼊らない旨返答、普及啓発⽤パンフを配布

※8⽇実施 合計 0 4 4 0 4 4
活動⽇1⽇あたり 0.000 0.500 0.500 0.000 0.500 0.500
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2-2-2. 年度ごとの活動日１日あたりのスノーモビル及び牽引車の確認台数 

各年度について、活動日 1 日あたりに確認したスノーモビル台数（全確認台数、【規制区域内に未

達】除く、の 2 区分）及び牽引車台数を明らかにし、その変化を分析した。 

 
 

表 活動日 1 日あたりのスノーモビル確認台数 

 

 
図 活動日 1 日あたりのスノーモビル確認台数の推移 

  

活動日数 活動日数 活動日数 活動日数 活動日数 活動日数 活動日数 活動日数 活動日数

平成21年度 0.000 4 0.667 6 0.158 19 0.071 14 0 0 0 0 0.000 9

平成22年度 3.250 4 2.400 5 0.167 6 0.000 6 0.000 5 0.000 5 0.000 5 0 0.000 9

平成23年度 2.250 4 1.800 5 0.333 6 2.667 6 0.000 7 0.000 6 0.000 6 0 0.000 9

平成24年度 2.000 5 0.667 6 0.000 7 0.000 7 0.000 9 0.000 5 0.000 6 0 0.286 7

平成25年度 2.889 9 0.000 4 1.143 7 0.000 7 0.000 7 0.000 3 1.600 5 0.000 4 4.571 7

平成26年度 2.125 8 1.714 7 0.143 7 0.857 7 0 0.000 9 0.000 9 0.000 9 2.333 6

平成27年度 1.429 7 0.733 15 0.500 8 2.125 8 0.000 6 0 0.000 8 0.000 2 3.375 8

平成28年度 1.182 11 0.091 11 0.000 9 0.000 9 0.000 7 0 0.000 8 2.000 8 2.333 6

平成29年度 0.000 4 0.000 10 0.667 9 0.000 9 0.000 8 0 0.500 8 3.375 8 0.500 8

年度
上川町
北見峠

旭川市
ペーパン

東川町
幌倉沼

美瑛町
俵真布

富良野市
ベベルイ原始ヶ原

南富良野町
奥落合

南富良野町
北落合

南富良野町
東幾寅

新得町
サホロダム

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

(台/日)

北見峠 ペーパン 幌倉沼 俵真布 ベベルイ原始ヶ原

奥落合 北落合 東幾寅 サホロダム
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表 活動日 1 日あたりのスノーモビル確認台数（【規制区域内に未達】除く） 

 

 
図 活動日 1 日あたりのスノーモビル確認台数（【規制区域内に未達】除く）の推移 

 
表 活動日 1 日あたりの牽引車確認台数 

 

 
図 活動日 1 日あたりの牽引車確認台数の推移 

活動日数 活動日数 活動日数 活動日数 活動日数 活動日数 活動日数 活動日数 活動日数

平成21年度 0.000 4 0.500 6 0.158 19 0.071 14 0 0 0 0 0.000 9

平成22年度 3.250 4 2.400 5 0.167 6 0.000 6 0.000 5 0.000 5 0.000 5 0 0.000 9

平成23年度 2.250 4 1.800 5 0.333 6 2.667 6 0.000 7 0.000 6 0.000 6 0 0.000 9

平成24年度 1.000 5 0.667 6 0.000 7 0.000 7 0.000 9 0.000 5 0.000 6 0 0.286 7

平成25年度 2.889 9 0.000 4 1.143 7 0.000 7 0.000 7 0.000 3 1.600 5 0.000 4 4.571 7

平成26年度 0.875 8 1.286 7 0.143 7 0.857 7 0 0.000 9 0.000 9 0.000 9 2.333 6

平成27年度 0.000 7 0.333 15 0.500 8 2.125 8 0.000 6 0 0.000 8 0.000 2 3.375 8

平成28年度 0.000 11 0.000 11 0.000 9 0.000 9 0.000 7 0 0.000 8 2.000 8 2.333 6

平成29年度 0.000 4 0.000 10 0.667 9 0.000 9 0.000 8 0 0.500 8 3.375 8 0.500 8

年度
上川町 旭川市 東川町 美瑛町 富良野市 南富良野町 南富良野町 南富良野町 新得町
北見峠 ペーパン 幌倉沼 俵真布 ベベルイ原始ヶ原 奥落合 北落合 東幾寅 サホロダム

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

(台/日)

北見峠 ペーパン 幌倉沼 俵真布 ベベルイ原始ヶ原

奥落合 北落合 東幾寅 サホロダム

活動日数 活動日数 活動日数 活動日数 活動日数 活動日数 活動日数 活動日数 活動日数

平成21年度 0.000 4 0.667 6 0.158 19 0.071 14 0 0 0 0 1.444 9

平成22年度 3.500 4 2.400 5 0.167 6 0.000 6 0.000 5 0.000 5 0.000 5 0 2.222 9

平成23年度 1.000 4 1.800 5 0.333 6 2.667 6 0.000 7 0.000 6 2.667 6 0 1.778 9

平成24年度 1.800 5 0.333 6 0.143 7 1.000 7 0.000 9 0.000 5 2.333 6 0 1.286 7

平成25年度 2.000 9 0.000 4 1.857 7 2.000 7 0.000 7 0.000 3 1.000 5 0.000 4 4.429 7

平成26年度 1.625 8 1.571 7 0.571 7 4.333 7 0 0.000 9 0.000 9 0.111 9 3.000 6

平成27年度 1.429 7 0.733 15 0.875 8 4.714 8 0.000 6 0 0.000 8 0.000 2 3.250 8

平成28年度 0.727 11 0.091 11 0.000 9 2.778 9 0.000 7 0 0.375 8 2.000 8 2.167 6

平成29年度 0.000 4 0.000 10 0.889 9 1.667 9 0.000 8 0 0.875 8 3.375 8 0.500 8

年度
上川町 旭川市 東川町 美瑛町
北見峠 ペーパン 幌倉沼 俵真布

富良野市 南富良野町 南富良野町 南富良野町 新得町
ベベルイ原始ヶ原 奥落合 北落合 東幾寅 サホロダム

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

(台/日)

北見峠 ペーパン 幌倉沼 俵真布 ベベルイ原始ヶ原

奥落合 北落合 東幾寅 サホロダム
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活動日 1 日あたりのスノーモビル確認台数（【規制区域内に未達】除く）の推移をみると、その変

化は以下のように整理される。 

 北見峠、幌倉沼、北落合、サホロダムは、平成 25 年度をピークに活動日 1 日あたりの確認台

数は減少傾向にある。 

 奥落合、ベベルイ原始ヶ原は、これまでの活動日におけるスノーモビルの乗入れは確認されて

いない。 

 ペーパン、俵真布は、台数の多いシーズンと少ないシーズンの変動を繰り返しているが、平成

28、29 年度の活動日における乗入れは確認されていない。 

 東幾寅は、他の地点において乗入れが減少あるいは確認されない中、平成 28、29 年度と乗入

れが確認されるようになった。 
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2-3．スノ ー モビ ル 監視 飛行 業 務結 果 の分 析  

＜対象地点＞ 
大雪山国立公園全域 

 
＜とりまとめ・分析内容＞ 
 スノーモビル発見地点及び発見台数を A3 図面にとりまとめた。 

 年度ごとに、監視飛行 1 日あたりのスノーモビル発見台数を国立公園区域外、国立公園区域

内、車馬等乗入れ規制地域内ごとにとりまとめ、その変化を分析した。 

 
＜借用報告書＞ 
 平成 20～29 年度大雪山国立公園等乗入れ規制地域内監視飛行業務報告書 

 
 
2-3-1. スノーモビル発見地点及び発見台数 

大雪山国立公園全域を対象としてスノーモビル発見地点と発見台数、スノーモビル走行跡の発見地

点をとりまとめた A3 判図面を次頁に示す。 
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３台　Ｈ２８３台　Ｈ２８３台　Ｈ２８

３台　Ｈ２８３台　Ｈ２８３台　Ｈ２８

３台　Ｈ２９３台　Ｈ２９３台　Ｈ２９

３台　Ｈ２９３台　Ｈ２９３台　Ｈ２９２台　Ｈ２０２台　Ｈ２０２台　Ｈ２０

２台　Ｈ２６２台　Ｈ２６２台　Ｈ２６

３台　Ｈ２８３台　Ｈ２８３台　Ｈ２８

４台　Ｈ２８４台　Ｈ２８４台　Ｈ２８
（規制区域の内外
　判別できず）
（規制区域の内外
判別できず）

（規制区域の内外
　判別できず）

（規制区域外）（規制区域外）（規制区域外）

（道路上）（道路上）（道路上）

５台　Ｈ２８５台　Ｈ２８５台　Ｈ２８

８台　Ｈ２８８台　Ｈ２８８台　Ｈ２８

４台　Ｈ２３４台　Ｈ２３４台　Ｈ２３

平成２０～２９年度大雪山国立公園等乗入れ規制地域内

監視飛行業務におけるスノーモビル発見地点 ・発見台数

※出典 ：平成２０～２９年度　大雪山国立公園等乗入れ規制地域内監視飛行業務　報告書
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2-3-2. 監視飛行 1 日あたりのスノーモビル発見台数 

年度ごとに、監視飛行 1 日あたりのスノーモビル発見台数を国立公園区域外、国立公園区域内、車

馬等乗入れ規制地域内（道路・林道上のものとそれ以外を区分）ごとに下表のとおりとりまとめ、そ

の変化を分析した。 

 
表 年度ごとスノーモビル発見台数及びスノーモビル走行跡発見地点数 

 
 

 平成 27 年度から平成 29 年度にかけて国立公園区域外でスノーモビルの走行が増加し、平成 28

年度の発見台数（7.000 台）は突出している。 

 平成 26 年度に乗入れ規制区域内でスノーモビルの走行が確認されている。平成 28 年度には乗

入れ規制区域に限りなく近い箇所でのスノーモビルの走行が確認されている。 

 乗入れ規制地域内の核心部での問題があると考えられる乗入れは、走行跡については平成 21

年に 1 件、平成 22 年に 2 件（上士幌町内）、平成 25 年に 2 件（上川町内）、発見については平

成 26 年度に 2 台（東川町内）あった以降は確認されていない。 

 近年は、ニセイカウシュッペ山等一部の規制区域に接近する傾向がみられる。 

  

国立公園
区域外

国立公園
区域内

乗入れ規制
区域内

国立公園
区域外

国立公園
区域内

乗入れ規制
区域内

乗入れ規制
区域内

国立公園
区域外

国立公園
区域内

乗入れ規制
区域内

(道路・林道上) (道路・林道上)

平成20年度 7 2 0 0 0 0.286 0.000 0.000 0.000 0 0 0

平成21年度 4 0 0 0 0 0.000 0.000 0.000 0.000 1 2 2

平成22年度 3 0 0 0 0 0.000 0.000 0.000 0.000 5 0 2 実施日以外に離陸後中止とした日が2日

平成23年度 5 4 0 0 0 0.800 0.000 0.000 0.000 1 1 0

平成24年度 5 0 0 0 0 0.000 0.000 0.000 0.000 0 2 0

平成25年度 3 0 0 0 0 0.000 0.000 0.000 0.000 2 1 2 実施日以外に離陸後中止とした日が5日

平成26年度 3 0 0 2 0 0.000 0.000 0.667 0.000 0 1 1

平成27年度 3 5 0 0 0 1.667 0.000 0.000 0.000 1 0 0

平成28年度 2 14 0 4 * 0 7.000 0.000 2.000 0.000 2 0 2

平成29年度 2 3 0 0 3 1.500 0.000 0.000 1.500 1 0 1

* 規制区域境界線上付近であり、区域内であったかどうか判別できなかった

スノーモビル走行跡発見地点数スノーモビル発見台数 監視飛行1日あたりスノーモビル発見台数

年度 監視飛行
実施日数

備考乗入れ規制
区域内

43



 
監視飛行実施日別・区域別のスノーモビル発見台数及びスノーモビル走行跡発見地点数を下表に示

す。 

 
表 監視飛行実施日別・区域別スノーモビル発見台数及びスノーモビル走行跡発見地点数 

 
 
  

平成20年度 平成21年2月28日（土） 0 0 0 0 0 0 0
平成21年3月9日（月） 0 0 0 0 0 0 0

平成21年3月17日（火） 2 0 0 0 0 0 0
平成21年3月18日（水） 0 0 0 0 0 0 0
平成21年3月25日（水） 0 0 0 0 0 0 0
平成21年3月26日（木） 0 0 0 0 0 0 0
平成21年3月29日（日） 0 0 0 0 0 0 0

※7日実施 合計 2 0 0 0 0 0 0
監視飛行1日あたり 0.286 0.000 0.000 0.000

平成21年度 平成22年3月9日（火） 0 0 0 0 0 0 0
平成22年3月11日（木） 0 0 0 0 0 1 1
平成22年3月12日（金） 0 0 0 0 0 0 0
平成22年3月24日（水） 0 0 0 0 1 1 1

※4日実施 合計 0 0 0 0 1 2 2
監視飛行1日あたり 0.000 0.000 0.000 0.000

平成22年度 平成23年2月21日（月） 0 0 0 0 3 0 0
平成23年2月28日（月） 0 0 0 0 1 0 2
平成23年3月20日（日） 悪天候のため調査困難との判断により中止
平成23年3月24日（木） 0 0 0 0 1 0 0
平成23年3月25日（金） 悪天候のため調査困難との判断により中止

※3日実施 合計 0 0 0 0 5 0 2
監視飛行1日あたり 0.0000 0.000 0.000 0.000

平成23年度 平成24年2月18日（土） 0 0 0 0 0 0 0
平成24年3月1日（木） 0 0 0 0 0 0 0
平成24年3月5日（月） 0 0 0 0 1 1

平成24年3月10日（土） 0 0 0 0 0 0 0
平成24年3月11日（日） 4 0 0 0 0 0 0

※5日実施 合計 4 0 0 0 1 1 0
監視飛行1日あたり 0.800 0.000 0.000 0.000

平成24年度 平成25年2月13日（水） 0 0 0 0 0 2 * 0 *2月16日12:08に同じ走行跡1箇所を確認
平成25年2月16日（土） 0 0 0 0 0 0 0
平成25年2月27日（水） 0 0 0 0 0 0 0
平成25年3月25日（月） 0 0 0 0 0 0 0
平成25年3月27日（水） 0 0 0 0 0 0 0

※5日実施 合計 0 0 0 0 0 2 0
監視飛行1日あたり 0.000 0.000 0.000 0.000

平成25年度 平成26年2月22日（土） 悪天候のため調査困難との判断により中止
平成26年2月24日（月） 0 0 0 0 0 0 0
平成26年3月12日（水） 0 0 0 0 1 1 0
平成26年3月17日（月） 悪天候のため調査困難との判断により中止
平成26年3月20日（木） 悪天候のため調査困難との判断により中止
平成26年3月24日（月） 悪天候のため調査困難との判断により中止
平成26年3月26日（水） 悪天候のため調査困難との判断により中止
平成26年3月27日（木） 0 0 0 0 1 0 2

※3日実施 合計 0 0 0 0 2 1 2
監視飛行1日あたり 0.000 0.000 0.000 0.000

平成26年度 平成27年2月21日（土） 0 0 2 0 0 1 1
平成27年3月15日（日） 0 0 0 0 0 0 0
平成27年3月19日（木） 0 0 0 0 0 0 0

※3日実施 合計 0 0 2 0 0 1 1
監視飛行1日あたり 0.000 0.000 0.667 0.000

平成27年度 平成28年3月13日（日） 5 0 0 0 1 0 0
平成28年3月27日（日） 0 0 0 0 0 0 0
平成28年3月29日（火） 0 0 0 0 0 0 0

※3日実施 合計 5 0 0 0 1 0 0
監視飛行1日あたり 1.667 0.000 0.000 0.000

平成28年度 平成29年3月12日（日） 11 0 4 * 0 1 0 2 *規制区域境界線上付近であり、区域内外判別できず
平成29年3月20日（月） 3 * 0 0 0 1 0 0 *同日に2回異なる場所で確認

※2日実施 合計 14 0 4 0 2 0 2
監視飛行1日あたり 7.000 0.000 2.000 0.000

平成29年度 平成30年3月10日（土） 3 0 0 0 0 0 1
平成30年3月21日（水） 0 0 0 3 1 0 1

※2日実施 合計 3 0 0 3 1 0 2
監視飛行1日あたり 1.500 0.000 0.000 1.500

年度 監視飛行実施日 備考

スノーモビル発見台数

国立公園
区域外

国立公園
区域内

乗入れ規制
区域内

乗入れ規制
区域内

(道路・林道上)

国立公園
区域外

国立公園
区域内

乗入れ規制
区域内

スノーモビル走行跡発見地点数
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2-4．監視 カ メラ 撮 影結 果の 分 析  

＜対象地点＞ 
上川町北見峠、同高原温泉地区、東旭川ペーパン、東川町幌倉沼、美瑛町俵真布、南富良野町東

幾寅、新得町北新内線、上士幌町シンノスケ迂回林道 
 
＜とりまとめ・分析内容＞ 
 撮影された日、スノーモビルの台数を一覧に取りまとめた。 

 月別及び曜日別の台数及び牽引車台数を取りまとめた。 

 年度ごとに、計測期間 1 日あたりのスノーモビル台数及び牽引車台数をとりまとめ、その変

化を分析した。 

 
＜借用資料＞ 
 平成 26～29 年度上川町北見峠、同高原温泉地区、東旭川ペーパンにおける監視カメラ撮影

結果 

 平成 26～29 年度東川町幌倉沼、美瑛町俵真布、南富良野町東幾寅における監視カメラ撮影

結果 

 平成 26～29 年度新得町北新内線、上士幌町シンノスケ迂回林道における監視カメラ撮影結

果 

 
 
2-4-1. 地点別・撮影日別スノーモビル台数 

監視カメラに記録された撮影日とスノーモビル台数の一覧を地点別にとりまとめた表、および月別

及び曜日別のスノーモビル台数及び牽引車台数、年度ごと計測期間 1 日あたりのスノーモビル台数及

び牽引車台数をとりまとめた一覧表を次頁以降に示す。 
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監視カメラ撮影結果

① ② ①－②

撮影台数

①のうち
乗⼊れ規制区域に
到達していないことが
明らかな台数

撮影台数のうち
乗⼊れ規制区域に
到達していないことが

明らかな台数を除いたもの
平成25年度 平成26年3⽉12⽇（⽔） 1 0 1

平成26年3⽉16⽇（⽇） 2 0 2
平成26年3⽉23⽇（⽇） 2 0 2

合計 5 0 5
平成26年度 平成27年2⽉8⽇（⽇） 4 0 4

平成27年2⽉21⽇（⼟） 2 0 2
平成27年3⽉15⽇（⽇） 1 0 1
平成27年3⽉22⽇（⽇） 3 0 3
平成27年3⽉29⽇（⽇） 3 0 3

合計 13 0 13
平成27年度 平成28年1⽉12⽇（⽕） 2 0 2

平成28年1⽉24⽇（⽇） 7 0 7
平成28年1⽉31⽇（⽇） 1 0 1
平成28年2⽉21⽇（⽇） 1 0 1
平成28年2⽉24⽇（⽔） 1 0 1
平成28年2⽉28⽇（⽇） 1 0 1
平成28年3⽉2⽇（⽔） 1 0 1
平成28年3⽉7⽇（⽉） 2 2 0
平成28年3⽉9⽇（⽔） 2 2 0
平成28年3⽉10⽇（⽊） 3 3 0
平成28年3⽉14⽇（⽉） 2 2 0
平成28年3⽉16⽇（⽔） 1 0 1
平成28年3⽉17⽇（⽊） 1 0 1
平成28年3⽉20⽇（⽇） 2 2 0
平成28年3⽉21⽇（⽉） 2 0 2
平成28年3⽉24⽇（⽊） 1 0 1
平成28年4⽉2⽇（⼟） 5 0 5

合計 35 11 24
平成28年度 平成29年1⽉13⽇（⾦） 1 0 1

平成29年1⽉18⽇（⽔） 1 0 1
合計 2 0 2

平成29年度 平成30年1⽉23⽇（⽕） 4 0 4
平成30年1⽉27⽇（⼟） 3 0 3
平成30年2⽉7⽇（⽔） 1 0 1
平成30年3⽉14⽇（⽔） 2 2 0
平成30年3⽉16⽇（⾦） 2 2 0

合計 12 4 8

年度 撮影⽇

東旭川ペーパン地区
カメラNo.1
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監視カメラ撮影結果

① ② ①－②

撮影台数

①のうち
乗⼊れ規制区域に
到達していないことが
明らかな台数

撮影台数のうち
乗⼊れ規制区域に
到達していないことが

明らかな台数を除いたもの
平成25年度 設置なし

合計 0 0 0
平成26年度 平成27年2⽉8⽇（⽇） 2 0 2

平成27年2⽉11⽇（⽔） 2 0 2
平成27年2⽉13⽇（⾦） 1 0 1
平成27年2⽉16⽇（⽉） 2 2 0
平成27年2⽉17⽇（⽕） 3 3 0
平成27年2⽉21⽇（⼟） 6 0 6
平成27年2⽉25⽇（⽔） 1 0 1
平成27年3⽉8⽇（⽇） 2 0 2
平成27年3⽉15⽇（⽇） 2 0 2
平成27年3⽉22⽇（⽇） 4 0 4
平成27年3⽉29⽇（⽇） 3 0 3

合計 28 5 23
平成27年度 平成27年12⽉31⽇（⽊） 3 0 3

平成28年1⽉1⽇（⾦） 3 0 3
平成28年1⽉4⽇（⽉） 3 0 3
平成28年1⽉17⽇（⽇） 2 0 2
平成28年1⽉24⽇（⽇） 7 0 7
平成28年1⽉31⽇（⽇） 8 0 8
平成28年2⽉3⽇（⽔） 1 0 1
平成28年2⽉7⽇（⽇） 1 0 1
平成28年2⽉24⽇（⽔） 1 0 1
平成28年2⽉28⽇（⽇） 1 0 1
平成28年3⽉2⽇（⽔） 1 0 1
平成28年3⽉16⽇（⽔） 1 0 1
平成28年3⽉21⽇（⽉） 2 0 2
平成28年3⽉24⽇（⽊） 1 0 1
平成28年4⽉2⽇（⼟） 5 0 5

合計 40 0 40
平成28年度 平成29年1⽉15⽇（⽇） 3 0 3

平成29年1⽉18⽇（⽔） 1 0 1
合計 4 0 4

平成29年度 撮影記録なし
合計 0 0 0

年度 撮影⽇

東旭川ペーパン地区
カメラNo.2
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監視カメラ撮影結果

① ② ①－②

撮影台数

①のうち
乗⼊れ規制区域に
到達していないことが
明らかな台数

撮影台数のうち
乗⼊れ規制区域に
到達していないことが

明らかな台数を除いたもの
平成25年度 設置なし

平成26年度 設置なし

平成27年度 平成28年3⽉6⽇（⽇） 1 0 1
合計 1 0 1

平成28年度 平成29年1⽉13⽇（⾦） 1 1 0
平成29年1⽉14⽇（⼟） 1 1 0
平成29年1⽉20⽇（⾦） 1 1 0

合計 3 3 0
平成29年度 平成30年1⽉23⽇（⽕） 1 1 0

平成30年1⽉25⽇（⽊） 2 2 0
平成30年1⽉30⽇（⽕） 1 1 0
平成30年1⽉31⽇（⽔） 2 2 0
平成30年2⽉2⽇（⾦） 1 1 0
平成30年2⽉3⽇（⼟） 2 2 0
平成30年2⽉5⽇（⽉） 1 1 0
平成30年2⽉7⽇（⽔） 2 2 0
平成30年2⽉9⽇（⾦） 1 1 0
平成30年2⽉11⽇（⽇） 2 2 0
平成30年2⽉14⽇（⽔） 1 1 0
平成30年2⽉16⽇（⾦） 2 2 0
平成30年2⽉19⽇（⽉） 1 1 0
平成30年2⽉21⽇（⽔） 2 2 0
平成30年2⽉23⽇（⾦） 1 1 0
平成30年2⽉26⽇（⽉） 2 2 0
平成30年2⽉28⽇（⽔） 2 2 0
平成30年3⽉2⽇（⾦） 2 2 0
平成30年3⽉3⽇（⼟） 2 2 0
平成30年3⽉15⽇（⽊） 2 2 0
平成30年3⽉16⽇（⾦） 2 2 0
平成30年3⽉20⽇（⽕） 2 2 0

合計 36 36 0

年度 撮影⽇

東旭川ペーパン地区
カメラNo.3
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監視カメラ撮影結果

① ② ①－②

撮影台数

①のうち
乗⼊れ規制区域に
到達していないことが
明らかな台数

撮影台数のうち
乗⼊れ規制区域に
到達していないことが

明らかな台数を除いたもの
平成25年度 平成26年3⽉1⽇（⼟） 3 0 3

平成26年4⽉9⽇（⽔） 4 0 4
合計 7 0 7

平成26年度 平成27年2⽉4⽇（⽔） 1 0 1
平成27年3⽉1⽇（⽇） 4 0 4
平成27年3⽉21⽇（⼟） 5 0 5
平成27年3⽉28⽇（⼟） 3 0 3
平成27年4⽉4⽇（⼟） 1 0 1
平成27年4⽉19⽇（⽇） 3 0 3

合計 17 0 17
平成27年度 平成28年1⽉16⽇（⼟） 10 0 10

平成28年2⽉7⽇（⽇） 2 0 2
合計 12 0 12

平成28年度 平成29年2⽉4⽇（⼟） 2 0 2
合計 2 0 2

平成29年度 撮影記録なし
合計 0 0 0

年度 撮影⽇

上川町北⾒峠
カメラNo.4
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監視カメラ撮影結果

① ② ①－②

撮影台数

①のうち
乗⼊れ規制区域に
到達していないことが
明らかな台数

撮影台数のうち
乗⼊れ規制区域に
到達していないことが

明らかな台数を除いたもの
平成25年度 平成26年3⽉1⽇（⼟） 3 0 3

平成26年4⽉5⽇（⼟） 6 6
合計 9 0 9

平成26年度 平成27年2⽉4⽇（⽔） 3 0 3
平成27年3⽉18⽇（⽔） 1 0 1
平成27年3⽉28⽇（⼟） 1 0 1
平成27年3⽉29⽇（⽇） 6 0 6

合計 11 0 11
平成27年度 平成28年1⽉17⽇（⽇） 2 0 2

合計 2 0 2
平成28年度 撮影記録なし

合計 0 0 0
平成29年度 撮影記録なし

合計 0 0 0

年度 撮影⽇

上川町北⾒峠
カメラNo.5
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監視カメラ撮影結果

① ② ①－②

撮影台数

①のうち
乗⼊れ規制区域に
到達していないことが
明らかな台数

撮影台数のうち
乗⼊れ規制区域に
到達していないことが

明らかな台数を除いたもの
平成25年度 設置なし

平成26年度 業者のみ
合計 0 0 0

平成27年度 業者のみ
合計 0 0 0

平成28年度 平成29年2⽉7⽇（⽕） 1 1 0
合計 1 1 0

平成29年度 平成30年1⽉15⽇（⽉） 1 1 0
平成30年2⽉7⽇（⽔） 1 1 0
平成30年3⽉7⽇（⽔） 1 1 0
平成30年3⽉22⽇（⽊） 1 1 0

合計 1 1 0

年度 撮影⽇

上川町⾼原温泉ゲート
カメラNo.6
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監視カメラ撮影結果

① ② ①－②

撮影台数

①のうち
乗⼊れ規制区域に
到達していないことが
明らかな台数

撮影台数のうち
乗⼊れ規制区域に
到達していないことが

明らかな台数を除いたもの
平成25年度 設置なし

平成26年度 平成27年3⽉8⽇（⽇） 2 2 0
平成27年3⽉15⽇（⽇） 1 1 0
平成27年3⽉29⽇（⽇） 2 2 0

合計 5 5 0
平成27年度 平成28年4⽉2⽇（⼟） 4 0 4

合計 4 0 4
平成28年度 平成29年2⽉12⽇（⽇） 1 0 1

合計 1 0 1
平成29年度 平成30年1⽉28⽇（⽇） 4 4 0

平成30年1⽉30⽇（⽕） 3 3 0
平成30年2⽉4⽇（⽇） 1 1 0
平成30年2⽉10⽇（⼟） 1 1 0
平成30年2⽉11⽇（⽇） 1 0 1
平成30年2⽉12⽇（⽉） 1 1 0
平成30年2⽉17⽇（⼟） 1 1 0
平成30年2⽉24⽇（⼟） 5 1 4
平成30年3⽉3⽇（⼟） 2 0 2

合計 19 12 7

年度 撮影⽇

東川町幌倉沼
カメラNo.7
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監視カメラ撮影結果

① ② ①－②

撮影台数

①のうち
乗⼊れ規制区域に
到達していないことが
明らかな台数

撮影台数のうち
乗⼊れ規制区域に
到達していないことが

明らかな台数を除いたもの
平成25年度 平成26年2⽉23⽇（⽇） 2 2 0

平成26年3⽉26⽇（⽔） 1 0 1
合計 3 2 1

平成26年度 平成27年2⽉21⽇（⼟） 2 2 0
平成27年3⽉6⽇（⾦） 5 5 0
平成27年3⽉8⽇（⽇） 1 1 0
平成27年3⽉14⽇（⼟） 2 1 1
平成27年3⽉21⽇（⼟） 1 1 0
平成27年3⽉24⽇（⽕） 1 0 1
平成27年3⽉26⽇（⽊） 1 1 0
平成27年3⽉27⽇（⾦） 6 6 0

合計 19 17 2
平成27年度 平成28年2⽉22⽇（⽉） 3 0 3

平成28年3⽉24⽇（⽊） 1 1 0
平成28年3⽉25⽇（⾦） 2 2 0
平成28年3⽉28⽇（⽉） 1 0 1

合計 7 3 4
平成28年度 撮影記録なし

合計 0 0 0
平成29年度 平成30年1⽉28⽇（⽇） 7 7 0

平成30年2⽉13⽇（⽕） 1 1 0
平成30年2⽉14⽇（⽔） 1 1 0
平成30年2⽉25⽇（⽇） 4 4 0
平成30年3⽉11⽇（⽇） 5 5 0

合計 18 18 0

年度 撮影⽇

美瑛町俵真布
カメラNo.8
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監視カメラ撮影結果

① ② ①－②

撮影台数

①のうち
乗⼊れ規制区域に
到達していないことが
明らかな台数

撮影台数のうち
乗⼊れ規制区域に
到達していないことが

明らかな台数を除いたもの
平成25年度 平成26年2⽉23⽇（⽇） 1 1 0

平成26年3⽉1⽇（⼟） 2 0 2
平成26年3⽉20⽇（⽊） 4 0 4
平成26年4⽉6⽇（⽇） 2 0 2

合計 9 1 8
平成26年度 平成27年3⽉8⽇（⽇） 6 0 6

合計 6 0 6
平成27年度 平成28年3⽉6⽇（⽇） 4 0 4

平成28年3⽉13⽇（⽇） 8 0 8
平成28年3⽉16⽇（⽔） 2 0 2
平成28年3⽉20⽇（⽇） 6 0 6
平成28年3⽉21⽇（⽉） 3 0 3
平成28年3⽉31⽇（⽊） 1 1 0

合計 24 1 23
平成28年度 平成29年2⽉5⽇（⽇） 2 0 2

平成29年2⽉8⽇（⽔） 2 0 2
平成29年2⽉12⽇（⽇） 15 0 15
平成29年2⽉20⽇（⽉） 5 5 0
平成29年2⽉22⽇（⽔） 1 0 1
平成29年3⽉20⽇（⽉） 4 0 4

合計 29 5 24
平成29年度 平成30年1⽉20⽇（⼟） 6 0 6

平成30年1⽉21⽇（⽇） 11 0 11
平成30年1⽉27⽇（⼟） 2 0 2
平成30年2⽉4⽇（⽇） 3 0 3
平成30年2⽉11⽇（⽇） 15 0 15

合計 37 0 37

年度 撮影⽇

南富良野町東幾寅
カメラNo.9

54



監視カメラ撮影結果

① ② ①－②

撮影台数

①のうち
乗⼊れ規制区域に
到達していないことが
明らかな台数

撮影台数のうち
乗⼊れ規制区域に
到達していないことが

明らかな台数を除いたもの
平成25年度 平成26年3⽉2⽇（⽇） 3 0 3

平成26年3⽉23⽇（⽇） 1 0 1
合計 4 0 4

平成26年度 平成27年2⽉28⽇（⼟） 1 0 1
平成27年3⽉1⽇（⽇） 6 0 6
平成27年3⽉5⽇（⽊） 2 0 2
平成27年3⽉8⽇（⽇） 4 0 4
平成27年3⽉22⽇（⽇） 3 0 3

合計 16 0 16
平成27年度 平成28年3⽉13⽇（⽇） 8 0 8

平成28年3⽉20⽇（⽇） 9 0 9
平成28年3⽉23⽇（⽔） 1 1 0
平成28年3⽉24⽇（⽊） 2 2 0
平成28年3⽉28⽇（⽉） 3 3 0
平成28年4⽉3⽇（⽇） 2 0 2
平成28年4⽉10⽇（⽇） 1 1 0

合計 26 7 19
平成28年度 平成29年2⽉26⽇（⽇） 1 0 1

平成29年3⽉7⽇（⽕） 1 0 1
平成29年3⽉9⽇（⽊） 3 0 3
平成29年3⽉19⽇（⽇） 11 0 11
平成29年3⽉26⽇（⽇） 1 0 1
平成29年3⽉28⽇（⽕） 1 0 1
平成29年4⽉2⽇（⽇） 1 0 1

合計 19 0 19
平成29年度 平成30年3⽉1⽇（⽊） 7 0 7

平成30年3⽉4⽇（⽇） 9 0 9
平成30年3⽉8⽇（⽊） 1 0 1
平成30年3⽉18⽇（⽇） 10 0 10
平成30年3⽉25⽇（⽇） 7 0 7
平成30年4⽉1⽇（⽇） 9 0 9

合計 43 0 43

年度 撮影⽇

新得町北新内線
カメラNo.10
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監視カメラ撮影結果

① ② ①－②

撮影台数

①のうち
乗⼊れ規制区域に
到達していないことが
明らかな台数

撮影台数のうち
乗⼊れ規制区域に
到達していないことが

明らかな台数を除いたもの
平成25年度 設置なし

平成26年度 設置なし

平成27年度 平成28年3⽉27⽇（⽇） 15 0 15
平成28年4⽉2⽇（⼟） 4 0 4
平成28年4⽉24⽇（⽇） 1 0 1

合計 20 0 20
平成28年度 平成29年3⽉19⽇（⽇） 1 0 1

平成29年3⽉20⽇（⽉） 1 0 1
合計 2 0 2

平成29年度 撮影記録なし
合計 0 0 0

年度 撮影⽇

上⼠幌町シンノスケ迂回林道
カメラNo.11
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12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ ⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟ ⽇ 祝

4 上川町北⾒峠 H26/2/10〜H26/4/25 75 7 ー ー 0 3 4 ー 0 0 4 0 0 3 0 0 3 0.09
5 上川町北⾒峠 H26/2/15〜H26/4/25 70 9 ー ー 0 3 6 ー 0 0 0 0 0 9 0 0 ー 0.13
1 旭川市東旭川（ペーパン） H26/2/26〜H26/4/25 25 5 ー ー 0 5 0 ー 0 0 1 0 0 0 4 0 8 0.20
2 旭川市東旭川（ペーパン） H26/2/26〜H26/4/25 25 0 ー ー 0 0 0 ー 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00
9 美瑛町俵真布 H26/2/20〜H26/5/15 85 1 － － 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0.01
10 南富良野町東幾寅 H26/2/20〜H26/5/16 86 8 － － 0 6 2 － 0 0 0 0 4 2 2 0 1 0.09
10 新得町北新内線⼊⼝ H26/2/25〜H26/5/19 84 4 － － 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0.05

450 34 － － 0 22 12 0 0 0 6 0 4 14 10 0 12 0.076
6 上川町⾼原温泉地区 H27/1/27〜H27/5/12 106 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00
7 上川町⾼原温泉地区 H27/1/27〜H27/5/12 106 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00
1 旭川市東旭川（ペーパン） H27/1/27〜H27/5/8 102 13 ー 0 6 7 0 0 0 0 0 0 0 2 11 0 19 0.13
2 旭川市東旭川（ペーパン） H27/1/27〜H27/5/8 102 23 ー 0 12 11 0 0 0 0 1 0 1 6 13 2 ー 0.23
4 上川町北⾒峠 H27/1/27〜H27/6/3 128 17 ー 0 1 12 4 0 0 0 1 0 0 4 7 5 18 0.13
5 上川町北⾒峠 H27/1/27〜H27/6/3 128 11 ー 0 3 8 0 0 0 0 4 0 0 1 6 0 ー 0.09
9 美瑛町俵真布 H27/2/17〜H27/3/28 40 2 － － 0 2 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 2 0.05
8 東川町幌倉沼 H27/2/17〜H27/4/22 65 0 － － 0 0 0 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00
10 南富良野町東幾寅 H27/2/9〜H27/4/11 62 6 － － 0 6 0 － 0 0 0 0 0 0 6 0 1 0.10
10 新得町北新内線⼊⼝ H27/2/19〜H27/5/13 84 16 － － 1 15 0 0 0 0 0 2 0 1 12 0 3 0.19
11 新得町北新内線⼭中 H27/2/19〜H27/5/13 84 10 － － 4 0 6 0 0 0 0 0 0 4 6 0 0 0.12

1007 98 0 0 27 61 10 0 0 1 6 2 1 19 61 7 43 0.097
1 旭川市東旭川（ペーパン） H27/12/24〜H28/4/22 121 24 0 10 3 6 5 ー 0 2 3 2 0 5 10 2 27 0.20
2 旭川市東旭川（ペーパン） H27/12/24〜H28/4/22 121 40 3 23 4 5 5 － 3 0 4 4 0 5 19 5 ー 0.33
4 上川町北⾒峠 H28/1/14〜H28/4/22 100 12 ー 10 2 ー ー ー 0 0 0 0 0 10 2 0 9 0.12
5 上川町北⾒峠 H28/1/14〜H28/4/22 100 2 ー 2 ー ー ー ー 0 0 0 0 0 0 2 0 ー 0.02
6 上川町⾼原温泉地区 H28/1/14〜H28/4/22 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00
7 上川町⾼原温泉地区 H28/1/14〜H28/4/22 100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00
3 旭川市東旭川（ペーパン） H28/2/22〜H28/4/4 43 1 ー ー 0 1 0 ー ー ー ー ー ー ー 1 0 ー 0.02
10 南富良野町東幾寅 H28/2/15〜H28/5/10 86 23 ー － 0 23 0 0 0 0 2 0 0 0 18 3 0 0.27
9 美瑛町俵真布 H28/2/17〜H28/3/31 44 4 ー － 3 1 － － 4 0 0 0 0 0 0 0 10 0.09 ※3/31〜以降のデータは盗難のためなし
8 東川町幌倉沼 H28/3/14〜H28/5/13 61 4 ー － － 0 4 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0.07
12 上⼠幌町シンノスケ迂回林道 H28/1/21〜H28/5/11 112 20 0 0 0 15 5 0 0 0 0 0 0 4 16 0 0 0.18
11 新得町北新内線⼊⼝ H28/1/22〜H28/5/10 110 19 0 0 0 17 2 0 0 0 0 0 0 0 19 0 0 0.17

1098 149 3 45 12 68 21 0 7 2 9 6 0 28 87 10 46 0.136
1 旭川市東旭川（ペーパン） H29/1/13〜H29/4/26 104 2 － 2 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 2 0.02
2 旭川市東旭川（ペーパン） H29/1/13〜H29/4/26 104 4 － 4 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 3 0 ー 0.04
3 旭川市東旭川（ペーパン） H29/1/13〜H29/4/26 104 0 ー 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ー 0.00
4 上川町北⾒峠 H29/1/13〜H29/4/26 104 2 － 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 1 0.02
5 上川町北⾒峠 H29/1/13〜H29/4/26 104 0 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00
6 上川町⾼原温泉地区 H29/1/18〜H29/2/7 21 0 － 0 0 － － － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00
7 上川町⾼原温泉地区 H29/1/18〜H29/4/26 99 0 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00
10 南富良野町東幾寅 H29/2/1〜H29/3/27 55 24 － － 20 4 0 0 0 0 3 0 0 0 17 4 0 0.44
8 東川町幌倉沼 H29/2/9〜H29/4/21 72 1 － － 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0.01
9 美瑛町俵真布 H29/3/10〜H29/4/20 44 0 － － － 0 0 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00
11 新得町北新内線⼊⼝ H29/2/21〜H29/5/8 76 19 － － 1 17 1 0 0 2 0 3 0 0 14 0 13 0.25
12 上⼠幌町シンノスケ迂回林道 H29/2/22〜H29/5/10 77 2 － － 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0.03

964 54 － 6 24 23 1 0 0 2 5 3 1 2 36 5 16 0.056
1 旭川市東旭川（ペーパン） H29/12/28〜H30/4/23 117 8 0 7 1 0 0 ー 0 4 1 0 0 3 0 0 16 0.07
2 旭川市東旭川（ペーパン） H29/12/28〜H30/4/23 117 0 0 0 0 0 0 ー 0 0 0 0 0 0 0 0 ー 0.00
3 旭川市東旭川（ペーパン） H29/12/28〜H30/4/23 117 0 － 0 0 0 ー － 0 0 0 0 0 0 0 0 ー 0.00
4 上川町北⾒峠 H29/12/28〜H30/4/23 117 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00
5 上川町北⾒峠 H29/12/28〜H30/4/23 117 0 － － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ー 0.00
7 上川町⾼原温泉地区 H29/12/28〜H30/4/23 117 0 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ー 0.00
8 東川町幌倉沼 H30/1/15〜H30/3/26 71 7 － 0 5 2 － － 0 0 0 0 0 6 1 0 7 0.10
10 南富良野町東幾寅 H30/1/17〜H30/4/14 78 37 － 19 18 0 － － 0 0 0 0 0 8 29 0 14 0.47
9 美瑛町俵真布 H30/1/26〜H30/3/26 60 0 － 0 0 0 － － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00
12 上⼠幌町シンノスケ迂回林道 H30/2/21〜H30/5/10 78 0 － － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00
11 新得町北新内線⼊⼝ H30/2/22〜H30/5/14 81 43 － － 0 34 9 0 0 0 0 8 0 0 35 0 0 0.53

1070 95 0 26 24 36 9 0 0 4 1 8 0 17 65 0 37 0.089
※カメラに撮影されていたものの、乗⼊れ規制区域に到達していないことが明らかであるスノーモビルについては、台数から除外している。

平成２９年度

平成２５年度〜平成２９年度スノーモビル監視カメラ撮影結果

平成２８年度

備考

平成２５年度

年度

平成２６年度

平成２７年度

場所ごと1⽇
当たり台数

年度ごと１⽇
あたり台数

カメラNo 場所 期間 ⽇数

撮影結果

モビル台数
モビル　⽉別内訳 モビル　曜⽇別内訳

牽引⾞
台数
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2-4-2. 月別及び曜日別のスノーモビル台数及び牽引車台数 

月別及び曜日別のスノーモビル台数の推移は以下に示すとおりである。 

 

 
図 月別スノーモビル台数の推移 

 
図 曜日別スノーモビル台数の推移 

 
 年度や地点によって監視カメラ設置期間が 1～2 ヶ月単位で異なることから、数値を単純に比

較することはできない。 

 月別にみると、平成 28 年度を除き 3 月に最も多くのスノーモビル乗入れが記録されている。 

 曜日別にみると、乗入れの記録は日曜日に集中し、次いで土曜日・祝日に多い。 

 
 
2-4-3. 年度ごと計測期間 1 日あたりのスノーモビル台数及び牽引車台数 

計測期間 1 日あたりのスノーモビル台数及び牽引車台数の推移は以下に示すとおりである。 

 

 
図 計測期間 1 日あたりのスノーモビル台数の推移（全体） 

 
図 計測期間 1 日あたりの牽引車台数の推移（全体） 
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地点別での計測期間 1 日あたりのスノーモビル台数の推移は以下に示すとおりである。 

 

 
図 計測期間 1 日あたりのスノーモビル台数の推移 

（上川町北見峠） 
 

 
図 計測期間 1 日あたりのスノーモビル台数の推移 

（上川町高原温泉地区） 

 
図 計測期間 1 日あたりのスノーモビル台数の推移 

（東旭川ペーパン） 
 

 
図 計測期間 1 日あたりのスノーモビル台数の推移 

（東川町幌倉沼） 

 
図 計測期間 1 日あたりのスノーモビル台数の推移 

（美瑛町俵真布） 
 

 
図 計測期間 1 日あたりのスノーモビル台数の推移 

（南富良野町東幾寅） 

 
図 計測期間 1 日あたりのスノーモビル台数の推移 

（新得町北新内線） 

 
図 計測期間 1 日あたりのスノーモビル台数の推移 

（上士幌町シンノスケ迂回林道） 
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 年度や地点によって監視カメラ設置期間が 1～2 ヶ月単位で異なることから、数値を単純に比

較することはできない。 

 上川町北見峠におけるスノーモビル台数は減少傾向にあるが、周辺の上川町中越地区や浮島湿

原からの乗入れが増加している。 

 上川町高原温泉地区では、これまで監視カメラへの撮影記録は一度もない。 

 旭川市ペーパンにおけるスノーモビル台数は、平成 27 年度まで増加した後、平成 28 年度以降

は減少傾向がみられる。 

 南富良野町東幾寅におけるスノーモビル台数は増加傾向がみられる。 

 上士幌町シンノスケ迂回林道におけるスノーモビル台数は減少傾向にあるが、平成 28 年の台

風等による林道被害によるものと考えられる。 

 全体の傾向としては、平成 25 年度は監視カメラの設置のべ日数が 450 日間と少ないため、設

置のべ日数が 1000 日間前後である平成 26 年度以降でみると、平成 25 年度から平成 27 年度に

かけて計測期間 1 日あたりに撮影されたスノーモビル台数は増加し、平成 27 年度には 0.1 台を

超えているが、平成 28、29 年度は 0.1 台を下回っている。 
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2-5．大雪 山 国立 公 園及 びそ の 周辺 地 域に おけ る スノ ー モビ ル乗 入 れ状 況  

2-2.～2-4.の結果をふまえ、大雪山国立公園及びその周辺地域におけるスノーモビル乗入れ状況につ

いて整理・分析した結果を下表及び次頁の図に示す。 

 
表 大雪山国立公園及びその周辺地域におけるスノーモビル乗入れ状況 

乗入れ地点 
乗入れ状況 

監視活動業務 監視飛行業務 監視カメラ撮影 

上川町北見峠  平成２５年度をピークに減少

傾向、平成２９年度の確認台

数は０台 

 平成２８年度活動中の声がけ

時に、北見峠からの進入を取

り止めて浮島へ移動する旨の

返答あり 

 近年は、北見峠ではなく上川

町中越地区からニセイカウシ

ュッペ山付近の規制区域に接

近する事案あり 

 平成２７年度まで 0.1 台/日を

超えていたが、その後減少傾

向、平成２９年度は撮影記録

なし 

上川町高原温泉地区 －  周辺に走行跡の確認あり  これまで撮影された記録なし 

旭川市東旭川 

（ペーパン） 

 平成２２年度をピークに平成２

５年度まで減少。平成２６年度

に再び増加したものの、その後

減少傾向 

   平成２７年度まで増加し、0.3

台/日を超えていたが、その後

平成２８年度以降は減少傾

向、平成２９年度は３台の監

視カメラのうち、２台では撮影

記録なし 

東川町幌倉沼  平成２５年度をピークに減少

傾向 

 走行跡の確認は比較的多い 

   増減に変動があり、平成２９年

度にこれまでで最大となる 0.1

台/日を記録 

美瑛町俵真布  平成２３、２７年度の確認台数

は比較的多いが、その多くは

地元猟友会関係者のもの 

   平成２７年度にこれまでで最

大となる 0.09 台/日を記録し

た後、平成２８、２９年度は撮

影記録なし 

富良野市 

ベベルイ原始ヶ原 

 これまで活動日に確認された

実績はなく、走行跡の確認も

少ない 

 進入地点は特定できないが、

経歳鶴、大麓山付近に走行

跡の確認あり 

－ 

南富良野町奥落合  これまで活動日に確認された

実績はないが、走行跡は確認

されている 

 － 

南富良野町北落合  平成２５年度をピークに減少

傾向 

 － 

南富良野町東幾寅  平成２８年度以降、増加傾向 

 経歳鶴、大麓山方面への軌

跡が確認されている 

  増加傾向にあり、平成２９年度

にこれまでで最大となる 0.49

台/日を記録 

新得町サホロダム 

（北新内線） 

 平成２５年度に急増、その後

減少傾向 

 他の乗入れ地点と比較して、

確認台数は多い 

 走行中、走行跡とも確認され

た実績はない 

 増加傾向にあり、平成２９年度

にこれまでで最大となる 0.53

台/日を記録。監視カメラ設置

地点の中で最も高い数値 

上士幌町 

シンノスケ迂回林道 

－  周辺に走行跡の確認あり  平成２８年度以降は減少傾

向、平成２９年度は撮影記録

なし 

全般  全般的に確認台数が減少傾

向にある中で、東幾寅のみ増

加傾向 

 乗入れ規制区域内へのスノー

モビル乗入れは多くないことが

示唆される 

 ３月の撮影記録が多い 

 日曜日を中心に週末の撮影

記録が多い 

 近年は、新得町北新内線、南

富良野町東幾寅の撮影記録

の数値が他の地点と比べて突

出している 
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浮島峠浮島峠浮島峠

中越地区中越地区中越地区
北見峠北見峠北見峠

シンノスケ迂回林道シンノスケ迂回林道シンノスケ迂回林道

岩間温泉岩間温泉岩間温泉

高原温泉ゲート高原温泉ゲート高原温泉ゲート

サホロダム （北新内線入口）サホロダム （北新内線入口）サホロダム （北新内線入口）

スノーモビル確認台数は多数
公園区域境界まで到達する林道があるが、 到達地点は不明
スノーモビル確認台数は多数
公園区域境界まで到達する林道があるが、 到達地点は不明
スノーモビル確認台数は多数
公園区域境界まで到達する林道があるが、 到達地点は不明

平成２８年の台風等による
林道被害により乗入れ減少
平成２８年の台風等による
林道被害により乗入れ減少
平成２８年の台風等による
林道被害により乗入れ減少

北見峠からの乗入れは減少したが、
中越地区からの乗入れや浮島峠周辺での乗入れが増加
北見峠からの乗入れは減少したが、
中越地区からの乗入れや浮島峠周辺での乗入れが増加
北見峠からの乗入れは減少したが、
中越地区からの乗入れや浮島峠周辺での乗入れが増加

地元猟友会のシカ撃ちのための乗入れが多数地元猟友会のシカ撃ちのための乗入れが多数地元猟友会のシカ撃ちのための乗入れが多数

所要時間としては、 規制区域に到達も可能
乗入れ実態の有無、 規制区域への到達の有無は不明
所要時間としては、 規制区域に到達も可能
乗入れ実態の有無、 規制区域への到達の有無は不明
所要時間としては、 規制区域に到達も可能
乗入れ実態の有無、 規制区域への到達の有無は不明

奥落合奥落合奥落合
東幾寅東幾寅東幾寅

北落合北落合北落合

ベベルイ原始ヶ原ベベルイ原始ヶ原ベベルイ原始ヶ原

俵真布

幌倉沼幌倉沼幌倉沼

東旭川 （ペーパン）東旭川 （ペーパン）東旭川 （ペーパン）

経歳鶴経歳鶴経歳鶴

大麓山大麓山大麓山

大雪山国立公園及びその周辺地域におけるスノーモビル乗入れ状況
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3．これまでのスノーモビル監視活動の評価  

3-1．乗入 れ 実態 の 経年 変化  

 スノーモビル監視活動業務及び監視カメラの撮影結果で確認されたスノーモビルの乗入れは、

平成 26 年度以降は減少傾向にあると考えられる。 

 監視飛行業務の結果では規制区域内への乗入れが多く行われてはいないことが示唆されるも

のの、特に東大雪地域を中心として乗入れの実態が把握できない状況にある（監視活動実施地

点から乗入れ規制区域までの距離が極めて遠く、スノーモビルが規制区域に到達しているかに

ついて確認する手段が、自然保護官事務所にはない）。また、一部地域においてスノーモビル

の乗入れ規制区域へ至ろうとする事例が依然としてある。 

 

3-2．監視 活 動の 効 果  

 これまでのスノーモビル監視活動は、乗入れ規制区域へのスノーモビル侵入防止対策としては、

一定の効果はあったものと考えられる。 

 また、平成 7 年度の乗入れ規制地域の指定以降、関係機関において乗入れ規制区域が指定され

ていることについての理解が深まり、規制遵守の周知に関する連携体制が構築された（乗入れ

規制調整会議の実施、乗入れ規制合同パトロールの実施等）。 

 さらに、スノーモビル利用者に対する乗入れ規制区域に関する理解が広まった。 

 一方、乗入れ規制区域（高山帯であるため景色が非常に良好で、地形の起伏に富む）でスノー

モビルを利用したいという利用者が、未だに一定数存在すると推測される。 

 
  

65



4．今後の抑止に向けた方針案の提案

4-1．今後 の 抑止 に 向け た有 効 な方 針 案

 乗入れ規制地域への侵入実態が把握しにくいことも踏まえ、違反行為の発見よりも、普及啓発

による乗入れ未然防止に重点を置く。併せて、乗入れ情報の把握及び普及啓発は費用対効果の

高い方法により行う。

 そのために、スノーモビル乗入れ規制調整会議を継続し、乗入れ防止のための関係機関の協力

体制を維持する。また、乗入れの規制に関する現地での普及啓発を継続し、特に、規制地域へ

の乗入れの懸念が高い地域で重点的に行う。

4-2．具体 的 な取 組

①乗入れ規制調整会議、乗入れ規制合同パトロール（上川 2 箇所 1 回、東川 1 箇所 1 回、上士幌 1 箇

所 1 回程度）の開催による情報共有、連携体制の維持。

②乗入れが想定される箇所における看板の設置、カメラの設置。

③職員実行及びパークボランティアによる抜き打ちパトロールの実施（上川 2 箇所 1 回、東川 1 箇所

1 回、上士幌 1 箇所 1 回程度。この他、監視カメラのメンテナンスと併せて乗入れ状況を確認）。

※グリーンワーカー事業による請負（3 事務所、4 契約、合計 150 万円／年）からの変更・効率化。

④インターネットパトロール（SNS などの検索による情報把握）の実施。

※新規
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図 今後の抑止に向けた方針と具体的な取組案
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巡視員によるパトロール

規制周知看板・
規制区域内看板の設置

センサーカメラの設置

パンフレット等の配布
ホームページでの情報提供

スノーモビル規制調整会議
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に
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未
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に
重
点
・
必
要
最
小
限
の
労
力
で
の
乗
入
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情
報
の
把
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と
普
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啓
発
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実
施

• 上川２箇所１回
• 東川１箇所１回
• 上士幌１箇所１回程度

• 上川２箇所１回
• 東川１箇所１回
• 上士幌１箇所１回程度

• 表大雪地域１回
• 東大雪地域１回

• ＳＮＳなどの検索による情報把握
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fo
r
w
in
d

di
re
ct
io
n
“o
th
er
.”

T
he
se

ar
e

w
in
d
di
re
ct
io
ns

ot
he
r
th
an

th
os
e
in
di
ca
te
d
on

th
e
x-

ax
is
.
D
iff
er
en
t
le
tte
rs

in
di
-

ca
te

si
gn
if
ic
an
t
(p
<
0.
05
)

di
ff
er
en
ce
s
in

ga
se
ou
s
po
l-

lu
ta
nt

by
w
in
d
di
re
ct
io
n.

Ve
rt
ic
al

lin
es

on
ea
ch

ba
r

in
di
ca
te
±
on
e
st
an
da
rd

er
ro
r

of
th
e
m
ea
n

E
nv
ir
on

M
on
it
A
ss
es
s
(2
00
7)

13
3:
32

1–
33

4
32
9

be
r
20

01
)
at

G
re
en

R
oc
k
w
as

2.
64

pp
m

C
O
.
G
re
en

R
oc
k
ex
pe
ri
en
ce
d
no

4-
h
av
er
ag
e
C
O

co
nc
en
tr
at
io
n

gr
ea
te
r
th
an

1.
7
pp

m
on

an
y
ot
he
r
da
te

du
ri
ng

th
e

re
m
ai
nd

er
of

th
e
st
ud

y.
T
he

G
re
en

R
oc
k
sn
ow

m
ob

ile
st
ag
in
g
ar
ea

w
as

se
le
ct
ed

as
a
w
or
st
-c
as
e
si
te
,
an
d

co
nc
en
tr
at
io
ns

w
er
e
ex
pe
ct
ed

to
be

m
uc
h
lo
w
er

aw
ay

fr
om

th
e
G
re
en

R
oc
k
si
te

w
he
re

sn
ow

m
ob

ile
ac
ti
vi
ty

w
as

si
gn

if
ic
an
tly

le
ss
.

S
ub

st
an
tia
l
di
ff
er
en
ce
s
ex
is
t
in

si
te

ch
ar
ac
te
ri
st
ic
s

an
d

m
et
eo
ro
lo
gy

be
tw

ee
n

G
re
en

R
oc
k

an
d

th
e

m
on

it
or
in
g

si
te
s

in
W
es
t
Y
el
lo
w
st
on

e.
T
he

W
es
t

Y
el
lo
w
st
on

e
si
te

is
lo
ca
te
d
in

a
br
oa
d
ri
ve
r
va
ll
ey

at
re
la
tiv

el
y
lo
w

el
ev
at
io
n

(2
,0
35

m
)
an
d
ex
pe
ri
en
ce
s

pe
ri
od

s
of

lig
ht

or
ca
lm

w
in
ds
.
K
ad
o
et

al
.
(2
00

1)
re
po

rt
ed

a
m
ax
im

um
av
er
ag
e

w
in
d

sp
ee
d

of
on

ly
1.
32

m
/s

in
th
e
co
ur
se

of
th
ei
r
te
st
.
G
re
en

R
oc
k’
s

lo
ca
tio

n
(a

hi
lls
lo
pe

at
2,
98

5
m
)
an
d
ne
ar
ly

co
ns
ta
nt

w
in
ds

(F
ig
.
6)

w
er
e
co
nd

uc
iv
e
to

ef
fe
ct
iv
e
po

ll
ut
an
t

di
sp
er
si
on

an
d
di
lu
tio

n.

S
no

w
ch
em

is
tr
y
an
d
de
ns
ity

E
xa
m
in
at
io
n
of

sn
ow

ch
em

is
tr
y
an
d
sn
ow

de
ns
it
y

da
ta

in
di
ca
te

li
tt
le

di
ff
er
en
ce

be
tw

ee
n
th
e
tr
ai
l
an
d

of
f-
tr
ai
l
sa
m
pl
es

fo
r
20

01
(d
at
a
no

t
sh
ow

n,
co
nc
en
-

tr
at
io
ns

si
m
il
ar

to
20

02
).

T
he

tr
ai
l
w
he
re

th
e
sn
ow

sa
m
pl
es

w
er
e
co
ll
ec
te
d
in

20
01

is
w
id
e,

an
d
it
ap
-

pe
ar
ed

no
po

in
ts

al
on

g
th
e
sa
m
pl
in
g
tr
an
se
ct
s
w
er
e

fr
ee

of
sn
ow

m
ob

il
e
pa
ss
es
.
W
he
n
ca
re

w
as

ta
ke
n
in

20
02

to
sa
m
pl
e
w
he
re

of
f
tr
ai
l
si
te
s
ha
d
no

ap
pa
re
nt

sn
ow

m
ob

il
e
tr
af
fi
c,

da
ta

su
gg

es
t
si
gn

if
ic
an
t
on

an
d

of
f
tr
ai
l
di
ff
er
en
ce
s

in
sn
ow

ch
em

is
tr
y

fo
r
m
os
t

ca
ti
on

s
(F
ig
.
7)

an
d
so
m
e
an
io
ns

(F
ig
.
8)
,
an
d
fo
r

sn
ow

de
ns
it
y
(s
ig
ni
fi
ca
nt
ly

hi
gh

er
on

th
e
tr
ai
l,
da
ta

no
t
sh
ow

n)
.
T
he
re

w
as

no
sn
ow

m
ob

il
e
tr
af
fi
c
on

th
e

tr
ai
l
in

M
ay
.
A
N
C

on
-t
ra
il
/o
ff
-t
ra
il
di
ff
er
en
ce
s
w
er
e

si
gn

if
ic
an
t
on

ly
fo
r
A
pr
il
.
T
he
re

w
er
e
no

si
gn

if
ic
an
t

di
ff
er
en
ce
s
in

N
O

� 3
co
nc
en
tr
at
io
n
on

or
of
f
th
e
tr
ai
l,

su
gg

es
ti
ng

no
ef
fe
ct

of
sn
ow

m
ob

il
es

on
ni
tr
at
e

de
po

si
ti
on

at
th
e
si
te
.
T
he
se

da
ta

ag
re
e
w
it
h
th
os
e

of
fr
om

Y
el
lo
w
st
on

e
N
at
io
na
l
P
ar
k

w
he
re

ni
tr
at
e

co
nc
en
tr
at
io
ns

in
sn
ow

w
er
e
re
la
ti
ve
ly

un
af
fe
ct
ed

by
sn
ow

m
ob

il
e

tr
af
fi
c,

bu
t
am

m
on

iu
m

an
d

su
lf
at
e

co
nc
en
tr
at
io
ns

w
er
e

hi
gh

er
in

sn
ow

on
th
e

tr
ai
l

(I
ng

er
so
ll
19

99
).

S
ea
so
na
l
ch
an
ge
s
in

ch
em

is
tr
y

w
er
e
ev
id
en
t
fo
r

m
os
t
an
al
yt
es

(F
ig
s.

7
an
d
8)
.
E
ar
ly

se
as
on

hi
gh

s
in

N
a+
,
C
a2

+
,
N
O

� 3
,
an
d

C
l−
co
nc
en
tr
at
io
ns
,
an
d

ea
rl
y

se
as
on

lo
w

fo
r
A
N
C
,
w
er
e
pa
rt
ic
ul
ar
ly

ev
id
en
t.
S
in
ce

th
e
sn
ow

m
ob

ile
tr
ai
l
is

ro
ut
ed

ov
er

a
gr
av
el

fo
re
st

ro
ad
,
ch
em

ic
al
s
co
ul
d
ha
ve

or
ig
in
at
ed

fr
om

th
e
ro
ad

su
rf
ac
e

ev
en

th
ou

gh
sa
m
pl
e

co
ll
ec
ti
on

pr
ot
oc
ol
s

st
ri
ct
ly

av
oi
de
d

sa
m
pl
in
g

th
e

gr
ou

nd
su
rf
ac
e

an
d

bo
tto

m
of

th
e
sn
ow

pa
ck
/r
oa
dw

ay
in
te
rf
ac
e.

A
lth

ou
gh

th
is
fo
re
st

ro
ad

ha
s
ne
ve
r
be
en

sa
lte
d,

ve
hi
cl
es

tr
av
el

fr
om

H
ig
hw

ay
13

0
to

th
is

fo
re
st

ro
ad

du
ri
ng

th
e

su
m
m
er
.
H
ig
hw

ay
13

0
is

1
km

so
ut
h
of

th
e
sa
m
pl
e

co
lle
ct
io
n
si
te
,
an
d
is
he
av
ily

sa
lt
ed

ea
st
of

th
e
G
re
en

R
oc
k
ar
ea

in
th
e
w
in
te
r.

C
on

cl
u
si
on

s

(1
)

It
w
as

ev
id
en
t
th
at

m
or
e

sn
ow

m
ob

il
es

w
er
e

pr
es
en
t
at

th
e
si
te

w
ee
ke
nd

s
th
an

w
ee
kd

ay
s,
bu

t
th
e

in
fr
ar
ed

co
un

te
r
pr
ov

ed
in
ad
eq
ua
te

fo
r

pr
ov

id
in
g
ac
cu
ra
te

sn
ow

m
ob

ile
s
co
un

ts
.

(2
)

T
he
re

w
er
e
si
gn

if
ic
an
t
di
ff
er
en
ce
s
in

ai
r
qu

al
ity

be
tw
ee
n

w
ee
ke
nd

s
an
d

w
ee
kd

ay
s.

D
at
a
sh
ow

si
gn

if
ic
an
tly

hi
gh

er
co
nc
en
tr
at
io
ns

on
w
ee
ke
nd

s

F
ig
.
6

W
in
d

ve
lo
ci
ty

an
d

w
in
d
di
re
ct
io
n
at

th
e
G
re
en

R
oc
k
ai
r
qu
al
ity

m
on
ito

ri
ng

st
at
io
n
Ve
rt
ic
al

lin
es

on
ea
ch

ba
r
in
di
ca
te

±
on
e

st
an
da
rd

er
ro
r
of

th
e
m
ea
n.

D
iff
er
en
t
le
tte
rs

in
di
ca
te

si
gn
if
ic
an
t
(p
<
0.
05
)
di
ff
er
-

en
ce
s
in

w
in
d
ve
lo
ci
ty
;

nu
m
be
rs

in
di
ca
te

sa
m
pl
e

si
ze

33
0

E
nv
ir
on

M
on
it
A
ss
es
s
(2
00
7)

13
3:
32
1–
33
4
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F
ig
.
7

pH
,
co
nd
uc
tiv

ity
,
an
d
ca
tio

n
sn
ow

ch
em

is
tr
y
on

an
d
of
f
th
e
sn
ow

m
ob

ile
tr
ai
l,
20
02
.
Ve
rt
ic
al

lin
es

on
ea
ch

ba
r
in
di
ca
te

±
on
e

st
an
da
rd

er
ro
r
of

th
e
m
ea
n.

D
iff
er
en
t
le
tte
rs

in
di
ca
te

si
gn

if
ic
an
t
(p
<
0.
05

)
di
ff
er
en
ce
s

E
nv
ir
on

M
on
it
A
ss
es
s
(2
00
7)

13
3:
32

1–
33

4
33
1

in
w
in
te
r
w
he
n
m
or
e
sn
ow

m
ob

ile
s
w
er
e
pr
es
en
t

fo
r
C
O
,
N
O
2
,
N
O
,
an
d

N
O
x,

bu
t
no

t
fo
r
O
3
.

C
on

ce
nt
ra
tio

ns
of

C
O

an
d
N
O

w
er
e
al
so

hi
gh

er
w
ee
ke
nd

s
th
an

w
ee
kd

ay
s
du

ri
ng

su
m
m
er
.
M
ea
n

da
il
y
m
ax
im

a
of

N
O
,
N
O
2
,
an
d
N
O
x
oc
cu
rr
ed

w
ee
ke
nd

s
du

ri
ng

th
e
w
in
te
r.

T
he

da
ta

su
gg

es
t

th
at
al
th
ou

gh
N
O
x
co
nc
en
tr
at
io
ns

w
er
e
ge
ne
ra
lly

lo
w
,
in
cr
ea
se
d
w
ee
ke
nd

co
nc
en
tr
at
io
ns

re
su
lte
d

fr
om

sn
ow

m
ob

ile
ac
ti
vi
ty
.

(3
)

S
ea
so
na
l
di
ff
er
en
ce
s
w
er
e
ev
id
en
t
in

ai
r
ch
em

is
-

tr
y,

sp
ec
if
ic
al
ly

fo
r
C
O
,
N
O
2
,
an
d
N
O
x,
bu

t
no

t
fo
r
N
O

or
O
3
.
N
O
2
an
d

N
O
x
w
er
e
hi
gh

er
in

su
m
m
er

th
an

w
in
te
r,

w
hi
le

C
O

co
nc
en
tr
at
io
ns

w
er
e
hi
gh

er
in

w
in
te
r
th
an

su
m
m
er
.
N
ev
er
th
e-

le
ss
,
ai
r
po

llu
ta
nt

co
nc
en
tr
at
io
ns

w
er
e

ge
ne
r-

al
ly

lo
w

bo
th

w
in
te
r
an
d

su
m
m
er
,
an
d

w
er
e

co
ns
id
er
ab
ly

lo
w
er

th
an

ex
ce
ed
en
ce

le
ve
ls

of
N
A
A
Q
S
.

F
ig
.
8

A
ni
on

sn
ow

ch
em

is
tr
y
on

an
d
of
f
th
e
sn
ow

m
ob
ile

tr
ai
l,
20
02
.
Ve
rt
ic
al

lin
es

on
ea
ch

ba
r
in
di
ca
te

±
on
e
st
an
da
rd

er
ro
r
of

th
e

m
ea
n.

D
iff
er
en
t
le
tte
rs

in
di
ca
te

si
gn
if
ic
an
t
(p
<
0.
05
)
di
ff
er
en
ce
s
in

an
io
n
ch
em

is
tr
y

33
2

E
nv
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M
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A
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es
s
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00
7)
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(4
)

P
M

1
0
w
as

lo
w
er

in
w
in
te
r
th
an

su
m
m
er
,
an
d

th
er
e

w
er
e

no
si
gn

if
ic
an
t
w
ee
ke
nd

/w
ee
kd

ay
di
ff
er
en
ce
s.

(5
)

C
O

an
d
O
3
co
nc
en
tr
at
io
ns

w
er
e
hi
gh

er
,a
nd

N
O
x

an
d
N
O
2
w
er
e
lo
w
er
,
w
he
n
th
e
w
in
d
w
as

fr
om

th
e
so
ut
h.

T
he

m
on

ito
ri
ng

w
as

co
nd

uc
te
d
ju
st

no
rt
h
of

th
e
ro
ad
w
ay
.O

3
w
as

lo
w
er

an
d
N
O
2
an
d

N
O
x
w
er
e

hi
gh

er
w
he
n

w
in
d

ve
lo
ci
tie
s
w
er
e

lo
w
er
.
T
he

da
ta

su
gg

es
t
th
at

un
de
r
pr
ev
ai
lin

g
w
in
d
co
nd

iti
on

s
ai
r
po

llu
ta
nt

co
nc
en
tr
at
io
ns

on
th
e

ro
ad
w
ay

w
er
e

li
ke
ly

hi
gh

er
th
an

th
os
e

de
te
ct
ed

by
ou

r
m
on

it
or
in
g
se
ns
or
s.

N
ev
er
th
e-

le
ss
,
an

ai
r
po

llu
tio

n
si
gn

al
w
as

de
te
ct
ed

th
at

co
ul
d
be

re
la
te
d
to

sn
ow

m
ob

ile
ac
ti
vi
ty
;
bu

t
th
e

po
ll
ut
an
t
co
nc
en
tr
at
io
ns

w
er
e
lo
w

an
d
no

t
lik

el
y

to
ca
us
e
si
gn

if
ic
an
t
ai
r
qu

al
ity

im
pa
ct
s
ev
en

at
th
is
hi
gh

sn
ow

m
ob

ile
ac
tiv

ity
si
te
.

(6
)

W
in
d
sp
ee
d
an
d
ph
ys
ic
al

si
te

ch
ar
ac
te
ri
st
ic
s
ar
e

pr
ob

ab
ly

th
e

m
os
t
im

po
rt
an
t
de
te
rm

in
an
ts

of
po
llu

ta
nt

co
nc
en
tr
at
io
ns

at
th
e
le
ve
l
of

us
e
de
-

sc
ri
be
d
in

m
os
t
ex
is
tin

g
st
ud
ie
s
of

sn
ow

m
ob
ile

po
llu

ta
nt
s.
T
he
re

w
as

gr
ea
te
r
di
sp
er
si
on

of
po
llu

-
ta
nt
s
w
ith

hi
gh

w
in
ds

T
he

op
en
,
hi
gh

el
ev
at
io
n

S
no
w
y
R
an
ge

si
te
w
ith

hi
gh

w
in
ds

m
ay

be
m
uc
h

le
ss

lik
el
y
to

ex
pe
ri
en
ce

po
llu

ta
nt

le
ve
ls
at
or

ne
ar

ex
ce
ed
an
ce

cr
ite
ri
a
th
an

a
(r
el
at
iv
el
y)

lo
w
-a
lti
tu
de

si
te
w
ith

so
m
ew

ha
tr
es
tr
ic
te
d
te
rr
ai
n
an
d
lo
w
w
in
d

sp
ee
ds
,(
e.
g.
,W

es
tY

el
lo
w
st
on
e)
.

(7
)

S
no

w
ch
em

is
tr
y
w
as

si
gn

if
ic
an
tly

di
ff
er
en
t
be
-

tw
ee
n
on

an
d
of
f
tr
ai
l
fo
r
so
m
e
an
al
yt
es

w
he
n

sa
m
pl
in
g
w
as

de
si
gn

ed
to

co
lle
ct
fr
om

ar
ea
s
w
ith

or
w
it
ho

ut
sn
ow

m
ob

ile
ac
tiv

ity
.N

a+
,C

a2
+
,M

g2
+
,

N
H

þ 4
,
F
−
an
d
S
O

2� 4
ap
pe
ar
ed

to
be

hi
gh

er
on

th
e

tr
ai
l
th
an

of
f,
es
pe
ci
al
ly

ea
rl
y
in

th
e
se
as
on

.
T
he

tr
ai
l
fo
ll
ow

ed
a

ro
ad
w
ay
,
w
hi
ch

m
ay

ha
ve

af
fe
ct
ed

on
-t
ra
il
sn
ow

ch
em

is
tr
y
co
nc
en
tr
at
io
ns
.

T
he
re

w
er
e
no

di
ff
er
en
ce
s
in

N
O

� 3
on

or
of
f
th
e

tr
ai
l.
Sn

ow
de
ns
ity

w
as

hi
gh
er
on

th
e
tr
ai
lt
ha
n
of
f.

A
ck
n
ow

le
d
ge
m
en
t

T
he

pr
oj
ec
t
w
as

fu
nd

ed
in

pa
rt

by
th
e

U
S
D
A

F
or
es
t
S
er
vi
ce

R
oc
ky

M
ou

nt
ai
n

R
es
ea
rc
h

S
ta
ti
on

,
U
S
D
A

F
or
es
t
S
er
vi
ce

R
eg
io
n
2,

th
e
M
ed
ic
in
e
B
ow

N
at
io
na
l

F
or
es
t,
an
d
th
e
W
yo
m
in
g
S
ta
te

S
no

w
m
ob

ile
A
ss
oc
ia
tio

n.
K
im

R
aa
p,

W
yo
m
in
g
D
ep
ar
tm

en
t
of

S
ta
te

P
ar
ks
,
S
no

w
m
ob

ile
T
ra
ils

P
ro
gr
am

,
pr
ov
id
ed

th
e
sn
ow

m
ob

ile
co
un

te
r.

R
ob

er
t
S
ch
ic
k,

W
yo
m
in
g
D
ep
ar
tm

en
t
of

E
nv
ir
on

m
en
ta
l
Q
ua
lit
y
pr
ov

id
ed

th
e

P
M

1
0
m
on
ito

r
an
d
co
nd
uc
te
d
th
e
P
M

1
0
an
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 d
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 D
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s c
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 c
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 c
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ra
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 p
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 d
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 c
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, c
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 b
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f m
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 o
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l d

at
a 

of
te

n 
pr

ov
id

e 
lim

ite
d 

su
pp

or
t f

or
 c

au
se

-a
nd

-e
ff

ec
t i

nf
er

en
ce

.  
Sp

at
ia

l p
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 c
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 c
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 c
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 d
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 d
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 m
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, m
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ra
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ra

ge
 fo

r u
ng

ul
at

es
 a

nd
 im

pl
ic

at
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r p
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 c
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 d
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 c
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f b
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 d
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at
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at
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s f
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r c
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 d
is

tri
bu

tio
n 

an
d 

ab
un

da
nc

e 
ha

m
pe

r 
as

se
ss

m
en

ts
 o

f w
in

te
r r

ec
re

at
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r d
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s c
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f d
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el

p 
so

ci
al

 sc
ie

nt
is

ts
 a

nd
 th
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ra
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w
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１
．

は
じ

め
に

１
）
調
査
の
目
的

 
近

年
の

ア
ウ

ト
ド

ア
ブ

ー
ム

に
よ

り
多

く
の

人
が

国
立

公
園

を
訪

れ
キ

ャ
ン

プ

や
釣
り
、
水
上
ス
ポ
ー
ツ
等
を
楽
し
ん
で
い
る
。
水
上
に
お
い
て
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
を
利
用
す
る
人
も
増
加
し
て
お
り
、
自
然
や
他
の
利
用
者
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
過

大
に
な
る
こ
と
で
様
々
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
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笏
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爺
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立
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園
内
の
湖
水
面
の
利
用
に
つ
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て
は
、
以
前
よ
り
プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
等
の
利
用
に
よ
る
自
然
環
境
へ
の
影
響
、
事
故
、
利
用
者
間
お
よ
び
他
の
公

園
利
用
者
と
の
間
で
軋
轢
が
生
じ
て
お
り
、
こ
れ
を
調
整
す
る
た
め
の
手
法
を
検
討

す
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
収
集
す
る
こ
と
が
本
調
査
の
目
的
で
あ
る
。
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況
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把
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キ
ャ

ン
プ
利
用
者
と
地
域
住
民
の
意
識
調
査
結
果
、
他
の
地
域
の
対
策
事
例
な
ど
を
ま
と

め
た
。
 

 
本

年
度

は
、

特
に

利
用

面
で

生
じ

て
い

る
軋

轢
に

関
す

る
具

体
的

事
例

の
列

挙
、

水
上
バ
イ
ク
を
中
心
と
し
た
問
題
に
対
す
る
関
係
者
の
認
識
の
把
握
を
行
っ
た
。
ま

た
、
同
一
公
園
内
に
お
い
て
同
様
の
問
題
を
抱
え
、
対
策
が
進
行
中
の
洞
爺
湖
の
状

況
の
整
理
、
動
力
利
用
が
他
の
利
用
者
に
与
え
る
影
響
が
同
様
に
懸
念
さ
れ
る
ス
ノ

ー
モ
ビ
ル
を
巡
る
問
題
に
つ
い
て
も
整
理
し
た
。
 

 
な

お
、

本
調

査
の

実
施

に
お

い
て

、
聞

き
取

り
調

査
や

意
識

調
査

に
あ

た
っ

て
、

関
係
機
関
、
地
元
関
係
者
に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
深

く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
 

 ２
）
調
査
対
象

 
本

調
査

で
対

象
と

し
た

の
は

、
支

笏
洞

爺
国

立
公

園
で

あ
る

。
昭

和
2
4
年

に
指

定
さ

れ
、

9
9
,
4
7
3
h
a

の
公

園
面

積
を

有
し

、
支

笏
湖

と
洞

爺
湖

の
カ

ル
デ

ラ
湖

、

周
辺
の
活
火
山
な
ど
が
景
観
の
中
心
で
、
周
辺
の
温
泉
地
が
利
用
拠
点
と
な
っ
て
い

る
。
公

園
内

は
主

に
支

笏
・
定

山
渓

地
域

、
洞

爺
湖

地
域

、
登

別
地

域
、
羊

蹄
山

地

域
に
分
け
ら
れ
る
。
 

 
公
園
計
画
は
、
昭
和

2
8
年
に
特
別
地
域
及
び
特
別
保
護
地
区
の
指
定
、
昭
和

4
6

年
に

汚
排

水
の

排
出

の
規

制
に

係
る

湖
沼

の
指

定
、

昭
和

5
4
年

に
羊

蹄
山

地
域

の

再
検
討
、
平
成
２
年
に
車
馬
の
使
用
等
を
規
制
す
る
区
域
の
指
定
、
平
成
７
年
に
支

1

笏
・
定
山
渓
地
域
、
洞
爺
湖
地
域
及
び
登
別
地
域
の
再
検
討
、
羊
蹄
山
地
域
の
点
検

を
行
っ
た
。
特
別
保
護
地
区
と
し
て
オ
コ
タ
ン
ペ
湖
、
樽
前
山
、
有
珠
山
、
昭
和
新

山
、
登
別
、
羊
蹄
山
、
西
山
火
口
、
金
比
羅
山
火
口
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
支
笏
湖

お
よ
び
洞
爺
湖
の
湖
面
は
第
１
種
特
別
地
域
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
集
団
施
設
地
区

と
し

て
は

、
支

笏
湖

（
支

笏
湖

温
泉

、
モ

ラ
ッ

プ
）
、

登
別

、
洞

爺
湖

、
財

田
が

定

め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
を
始
め
と
し
た
動
力
利
用
を
規
制
す
る
乗

り
入
れ
規
制
地
区
に
は
、
無
意
根
山
、
樽
前
山
、
羊
蹄
山
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
 

 ３
）
調
査
の
構
成

 
本

調
査

は
支

笏
洞

爺
国

立
公

園
内

の
支

笏
湖

地
域

に
お

け
る

プ
レ

ジ
ャ

ー
ボ

ー

ト
利
用
、
洞
爺
湖
地
域
に
お
け
る
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
利
用
、
無
意
根
山
周
辺
に
お

け
る
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
利
用
に
関
す
る
も
の
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
 

 
ま
ず
、
支
笏
湖
に
お
け
る
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
に
関
し
て
は
、
利
用
状
況
お
よ
び

利
用

面
で

具
体

的
に

生
じ

て
い

る
軋

轢
に

つ
い

て
具

体
的

事
例

を
も

っ
て

列
挙

し
、

地
域
関
係
者
の
意
識
調
査
、
聞
き
取
り
調
査
か
ら
利
用
の
実
態
と
問
題
点
、
対
策
に

対
す
る
意
見
を
ま
と
め
た
。
 

 
次
に
、
洞
爺
湖
に
お
け
る
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
利
用
に
関
し
て
は
、
地
元
町
村
の

聞
き
取
り
お
よ
び
現
地
調
査
を
通
し
て
、
利
用
状
況
と
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る
対
策

の
特
徴
と
課
題
、
今
後
の
問
題
点
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。
 

 
無
意
根
山
周
辺
に
お
け
る
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
対
策
に
つ
い
て
は
、
現
地
に
お
い
て
周

辺
へ
の
乗
り
入
れ
状
況
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
の
聞
き
取
り
に
よ
り
監

視
状
況
の
実
態
、
山
ス
キ
ー
愛
好
家
等
の
聞
き
取
り
に
よ
る
問
題
点
の
把
握
を
行
っ

た
。
あ
わ
せ
て
、
他
の
北
海
道
内
の
自
然
公
園
で
の
対
策
と
乗
り
入
れ
の
実
態
に
つ

い
て
、
北
海
道
自
然
環
境
課
お
よ
び
各
支
庁
担
当
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
も
行
っ
た
。
 

 
巻
末
に
は
、
付
録
と
し
て
、
主
に
米
国
に
お
け
る
水
上
バ
イ
ク
の
乗
り
入
れ
の
対

策
事
例
、
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
論
文
・
記
事
の
要
約
を
掲
載
し
た
。
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")

")

")

")

")

")

")

")
")

")")

") ")

")

")

")

")

")

")

")
")

")

")

")

")

")

")

")
月
浦

財
田

美
笛

漁
岳

洞
爺
湖

有
珠
山

美
笛

峠

樽
前
山

支
笏
湖

恵
庭
岳

空
沼
岳

札
幌
岳

中
山
峠

羊
蹄
山

壮
瞥
温

泉

昭
和
新
山

登
別
温
泉

倶
多
楽
湖

風
不
死
岳モ
ラ
ッ
プ

無
意
根
山

洞
爺
湖
温
泉

オ
ロ
フ
レ
峠

ホ
ロ
ホ
ロ
山

支
笏

湖
温
泉

ポ
ロ
ピ
ナ
イ

定
山
渓

温
泉

オ
コ
タ
ン
ペ
湖

¯
0

4
8

12
16

20
2

km

凡
例 ")

主
要

地
点

自
然

公
園

保
護
計

画

特
別

保
護

地
区

第
１
種
特

別
地
域

第
２
種
特

別
地
域

第
３
種
特

別
地
域

普
通

地
域

図
：
支
笏
洞
爺
国
立
公
園
全
体
図

3

４
．
無
意
根
山
周
辺
に
お
け
る
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
利
用
状
況

１
）
支
笏
洞
爺
国
立
公
園
の
冬
山
ル
ー
ト
と
無
意
根
山
周
辺
の
概
要

 
支
笏
洞
爺
国
立
公
園
は
、
札
幌
の
近
郊
に
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
冬
山
・
山

ス
キ
ー
ル
ー
ト
が
知
ら
れ
て
い
る
場
所
で
も
あ
る
。
代
表
的
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
あ

る
「
山
ス
キ
ー
ル
ー
ト
図
集
」
お
よ
び
「
北
海
道
の
山
と
谷
」
か
ら
公
園
内
を
通
過

す
る

ル
ー

ト
を

リ
ス

ト
ア

ッ
プ

し
た

。
支

笏
洞

爺
国

立
公

園
内

に
は

2
0
の

ル
ー

ト

が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
比
較
的
初
級
者
向
け
で
日
帰
り
ま
た
は
１
泊
で
楽
し
め

る
コ

ー
ス

が
ほ

と
ん

ど
で

あ
る

。
そ

の
中

で
、

羊
蹄

山
、

樽
前

山
、

無
意

根
山

は
、

車
馬
等
乗
入
れ
規
制
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
 

 
無
意
根
山
へ
の
ル
ー
ト
は
札
幌
市
豊
羽
鉱
山
、
定
山
渓
薄
別
登
山
口
、
中
山
峠
か

ら
の
縦
走
と
、
多
様
な
ル
ー
ト
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
無
意
根
山
山
頂
が
公

園
界
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
山
頂
の
東
側
お
よ
び
薄
別
登
山
口
と
山
頂
の

間
の
み
し
か
乗
入
れ
規
制
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
。
冬
山
登
山
者
と
ス
ノ
ー
モ

ビ
ル
の
遭
遇
の
報
告
例
が
少
な
く
な
い
場
所
で
も
あ
り
、
現
地
で
乗
り
入
れ
状
況
を

調
査
す
る
と
と
も
に
、
関
係
者
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
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表

：
支

笏
洞

爺
国

立
公
園

周
辺

山
ス
キ

ー
ル

ー
ト

番
号

主
要

地
点

名
称

登
山

口
行

程
1
空

沼
岳

空
沼

二
股

か
ら

空
沼

岳
往

復
札

幌
市

空
沼
二

股
１

日
2
空

沼
岳

真
簾

沼
～

空
沼

岳
分

岐
１

日
3
空

沼
岳
・

札
幌

岳
縦
走

空
沼

岳
分

岐
～

札
幌

岳
１

～
２
日

4
狭

薄
山

空
沼

方
面

～
狭

薄
山

１
～

２
日

5
狭

薄
山

札
幌

岳
方

面
～

狭
薄

山
１

～
２
日

6
札

幌
岳

定
山

渓
か

ら
札

幌
岳

冷
水

ト
ン

ネ
ル

１
日

7
無

意
根
山

豊
羽

鉱
山

か
ら

無
意

根
山

往
復

豊
羽

鉱
山

１
～

２
日

8
無

意
根
山

喜
茂

別
岳

か
ら

無
意

根
山

縦
走

中
山

峠
１

～
２
日

9
無

意
根
山

薄
別

か
ら

無
意

根
山

薄
別

登
山

口
１

～
２
日

10
百

松
沢
山

・
烏

帽
子
岳

源
八

沢
か

ら
百

松
沢

山
烏

帽
子

岳
手

稲
福

井
１

日
11

羊
蹄

山
羊

蹄
山

、
比
羅

夫
側

大
斜

面
滑

走
羊

蹄
登

山
口
（

半
月

湖
）

１
日

12
羊

蹄
山

羊
蹄

山
、

真
狩

側
大

斜
面

滑
走

羊
蹄

自
然

公
園

１
日

13
羊

蹄
山

南
墓

地
の

沢
ル

ー
ト

真
狩

市
街

最
終

人
家

１
日

14
オ

コ
タ
ン

ペ
湖

オ
コ

タ
ン

ペ
湖

オ
コ

タ
ン

分
岐

１
日

15
漁

岳
漁

川
林

道
か
ら

漁
岳

オ
コ

タ
ン

分
岐

１
日

16
恵

庭
岳

恵
庭

岳
北

東
尾

根
ル

ー
ト

オ
コ

タ
ン

分
岐

１
日

17
樽

前
山

樽
前

山
７

合
目

ヒ
ュ

ッ
テ

ル
ー

ト
樽

前
山

ヒ
ュ
ッ

テ
１

日
18

オ
ロ

フ
レ

山
オ

ロ
フ

レ
山
大

曲
ル

ー
ト

カ
ル

ル
ス

駐
車

場
１

日
19

来
馬

岳
来

馬
岳

サ
ン
ラ

イ
バ

ス
キ

ー
場

ル
ー
ト

カ
ル

ル
ス

駐
車

場
１

日
20

オ
ロ

フ
レ

山
・

来
馬
岳

縦
走

オ
ロ

フ
レ

峠
～

来
馬

岳
カ

ル
ル

ス
駐
車

場
１

日
白

山
書

房
編

集
部

(
2
0
00
)
：

山
ス

キ
ー

ル
ー

ト
図

集
第

２
集
'
0
1
～

'
0
2
：
白

山
書

房
「

北
海

道
の

山
と

谷
」
再

刊
委

員
会
編

著
(
1
9
98
)
：

北
海

道
の

山
と

谷
（
上

）
：

北
海

道
撮

影
社

北
海

道
の
山

メ
ー

リ
ン
グ

リ
ス

ト
編
(
2
0
0
4
)
：
北

海
道

ス
ノ
ー

ハ
イ

キ
ン
グ

：
北

海
道

新
聞

社
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# * # *

# *

# *

# *

# *# *
# *

# *
# * # *# *

# *

# *

# *
# *

# *

# *
# * # *

# *

# *
# * # *

# *

# *
# *

# * # *
# * # *

# *

# *# *

# *

新
陽

漁
岳

樽
前

山

来
馬

岳

羊
蹄

山

恵
庭

岳

札
幌

岳

狭
薄

山

空
沼

岳
中
山

峠

手
稲

福
井

百
松

沢
山

烏
帽

子
岳

無
意
根

山

豊
羽
鉱

山

オ
ロ
フ
レ
峠

オ
ロ
フ
レ
山

万
計

沼
分
岐

空
沼

岳
分
岐

薄
別

登
山
口

樽
前

山
登
山
口

カ
ル
ル
ス
温

泉

羊
蹄
山

最
高

点
オ
コ
タ
ン
分

岐

冷
水

ト
ン
ネ
ル

オ
ロ
フ
レ
峠

分
岐

羊
蹄

青
少
年

の
森

空
沼

二
股
登

山
口

半
月
湖

キ
ャ
ン
プ
場

オ
コ
タ
ン
ペ
湖
小
島

¯
0

3
6

9
12

15
1.

5
km

凡
例

主
要

山
ス
キ
ー
ル
ー
ト

自
然

公
園

保
護
計

画

特
別

保
護

地
区

第
１
種
特

別
地
域

第
２
種
特

別
地
域

第
３
種
特

別
地
域

普
通

地
域

車
馬

等
乗

入
れ
規
制

地
区

図
：
支
笏
洞
爺
国
立
公
園
周
辺
 
山
ス
キ
ー
ル
ー
ト
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２
）
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
利
用
状
況
、
管
理
・
監
視
状
況

 
支
笏
洞
爺
国
立
公
園
の
う
ち
、
特
に
無
意
根
山
周
辺
に
お
け
る
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
の

利
用
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
2
0
0
5
年
１
月
９
日
、
２
月

2
7
日
、
３
月
６
日
に
現

地
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
は
、
札
幌
市
定
山
渓
か
ら
中
山
峠
に
か
け
て
の
国
道

2
3
0

号
線
沿
い
お
よ
び
定
山
渓
か
ら
豊
羽
鉱
山
に
か
け
て
の
道
道

9
5
号
線
沿
い
に
お
い

て
、
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
も
し
く
は
そ
れ
を
牽
引
し
て
き
た
と
思
わ
れ
る
車
の
駐
車
状
況

を
目
視
す
る
こ
と
に
よ
り
実
施
し
た
。
 

 
常

に
利

用
が

見
ら

れ
た

の
は

、
豊

羽
鉱

山
の

３
k
m

手
前

の
林

道
入

り
口

の
駐

車

帯
、

中
山

峠
の

１
k
m

札
幌

側
の

駐
車

帯
、

中
山

峠
の

駐
車

場
で

あ
っ

た
。

毎
回

で

は
な
い
が
利
用
が
確
認
さ
れ
た
の
は
、
無
意
根
大
橋
の
駐
車
帯
、
白
井
二
股
の
余
市

岳
登
山
口
、
中
山
峠
道
の
駅
駐
車
場
で
あ
っ
た
。
乗
用
車
に
連
結
さ
れ
た
牽
引
車
ま

た
は
ト
ラ
ッ
ク
に
１
～
２
台
の
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
を
搭
載
し
、
駐
車
場
で
積
み
降
ろ
し
、

山
中
に
進
入
し
て
い
た
。
一
部
で
は
積
雪
が
あ
る
た
め
ユ
ニ
ッ
ク
の
利
用
や
、
積
み

降
ろ

し
し

や
す

い
よ

う
に

除
雪

機
を

持
ち

込
ん

で
い

る
こ

と
な

ど
も

確
認

さ
れ

た
。
 

 
中
山
峠
駐
車
場
で
、
早
朝
か
ら
行
動
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
お
よ
そ
８
時
頃
か
ら

車
両
が
集
ま
り
は
じ
め
、
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

９
時

頃
か

ら
数

台
ず

つ
隊

列
を

な
し

て
喜

茂
別

岳
方

面
へ

林
内

を
走

行
し

て
い

っ

た
。

双
眼

鏡
で

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

2
0

分
ほ

ど
で

並
河

岳
山

頂
や

喜
茂

別
岳

山
頂

に
達
し
て
い
た
。
そ
の
後
の
行
動
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
乗
入
れ
規
制
地
区
に

入
っ

て
い

る
こ

と
が

推
察

さ
れ

た
。

日
中

の
行

動
は

不
明

で
あ

る
が

、
1
5

時
頃

に

は
解
散
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
 

 
豊

羽
鉱

山
手

前
の

林
道

入
り

口
お

よ
び

白
井

二
股

に
は

石
狩

森
林

管
理

署
署

長

名
で
の
立
ち
入
り
禁
止
看
板
も
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
進
入
し
て
い
る
痕
跡
が
認
め

ら
れ

た
。

豊
羽

鉱
山

側
は

ど
こ

ま
で

進
入

し
て

い
る

か
の

確
認

は
で

き
な

か
っ

た
。
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表
：

ス
ノ
ー

モ
ビ

ル
利
用

状
況

調
査

日
付

地
点

乗
用

車
ト

ラ
ッ

ク
う

ち
牽

引
車

備
考

2
0
0
5
年
1
月

9
日

豊
羽
鉱

山
手

前
2

2
1
林

道
入
り

口
の

駐
車
帯

。
除

雪
機
持

ち
込

み
。
無

意
根

岳
方
面

へ
痕

跡
薄

別
登

山
口

2
ス

キ
ー
痕

の
み

無
意
根

大
橋

8
2

8
橋

を
く
ぐ

り
喜

茂
別
岳

方
面

へ
向
か

っ
た

痕
跡

中
山
峠

手
前

2
2
東

側
へ
進

入
か

？
中

山
峠

駐
車

場
2
1

4
1
8
開

発
局
駐

車
場

。
喜
茂

別
岳

方
面
へ

2
0
0
5
年

2月
2
7
日

白
井
二

股
7

1
6
余

市
岳
登

山
口

。
進
入

禁
止

看
板
あ

り
豊

羽
鉱

山
手

前
5

1
2
ユ

ニ
ッ
ク

で
ス

ノ
ー
モ

ビ
ル

を
積
み

卸
し

。
進
入

禁
止

看
板

あ
り

無
意
根

山
荘

6
ス

キ
ー
痕

の
み

薄
別
登

山
口

4
ス

キ
ー
痕

の
み

無
意
根

大
橋

駐
車

無
し

。
進

入
し
た

痕
跡

も
な
い

中
山
峠

手
前

1
1

2
中

山
峠

駐
車

場
1
8

2
1
4

中
山
峠

道
の

駅
3

1
3
道

の
駅
側

駐
車

場

2
0
0
5
年
3
月

6
日

白
井
二

股
5

2
5

豊
羽
鉱

山
手

前
8

2
7

薄
別
登

山
口

1
ス

キ
ー
痕

の
み

無
意
根

大
橋

駐
車

無
し

。
進

入
し
た

痕
跡

も
な
い

中
山
峠

手
前

1
1

中
山
峠

駐
車

場
手
前

1
1

2
駐

車
場
に

入
り

切
れ
な

か
っ

た
か

中
山
峠

駐
車

場
7

2
6
午

後
確
認

の
た

め
立
ち

去
っ

た
も
の

も
中

山
峠

道
の

駅
1
2

2
1
1
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")
")

")

")

")

")

")

")

")

")

")

")
")

")

")

中
岳

中
山

峠

長
尾
山

喜
茂
別
岳

無
意
根
山

豊
羽
鉱
山

白
井

二
股

定
山

渓
温
泉

薄
別
登

山
口

中
山
峠
手
前無
意

根
大
橋

無
意
根
山
荘

無
意
根
尻
小

屋

豊
羽
鉱
山

手
前

中
山
峠
駐

車
場
手
前

¯
0

1
2

3
4

5
0.

5
km

凡
例

自
然

公
園

保
護
計

画

特
別

保
護

地
区

第
１
種
特

別
地
域

第
２
種
特

別
地
域

第
３
種
特

別
地
域

普
通

地
域

車
馬

等
乗

入
れ
規
制

地
区

図
:
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
調
査
地
点
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ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
の
利
用
状
況
お
よ
び
監
視
状
況
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
に
聞
き
取

り
調
査
を
行
っ
た
。
 

  
北
海
道
警
察
本
部
警
備
部
機
動
隊
で
は
、
毎
年
１
～
２
回
、
中
山
峠
周
辺
で
冬
山

訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。
定
期
的
な
巡
視
は
行
っ
て
い
な
い
。
冬
山
訓
練
中
に
ス
ノ

ー
モ
ビ
ル
利
用
者
に
遭
遇
し
た
場
合
は
、
そ
の
都
度
指
導
を
行
っ
て
い
る
が
、
2
0
0
5

年
１
月

1
5
～
1
6
日
の
訓
練
中
に
は
遭
遇
は
な
か
っ
た
。
 

 
登
山
者
か
ら
の
苦
情
や
、
各
警
察
署
へ
の
通
報
等
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
警
察
本

部
生
活
経
済
課
環
境
犯
罪
担
当
に
集
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
環
境
問
題
専
用
の

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。
今
年
は
特
に
通
報
等
は
な
い
が
、
一
昨
年

に
夕
張
岳
で
の
通
報
が
あ
っ
た
。
通
報
が
あ
っ
た
場
合
は
、
航
空
隊
等
を
出
動
さ
せ

て
確
認
を
行
う
が
、
場
所
の
特
定
は
難
し
い
。
以
前
の
事
例
で
、
通
報
さ
れ
た
場
所

が
自

然
公

園
法

の
乗

入
れ

規
制

地
区

か
ど

う
か

を
確

認
す

る
た

め
に

Ｇ
Ｐ

Ｓ
を

使

っ
た
こ
と
も
あ
る
。
 

  
石
狩
森
林
管
理
署
で
は
、
無
意
根
山
お
よ
び
漁
岳
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
取

り
扱
い
と
し
て
乗
り
入
れ
を
禁
止
と
し
て
い
る
。
現
在
は
巡
視
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

定
山

渓
森

林
事

務
所

の
森

林
官

の
日

常
の

業
務

の
範

囲
内

で
確

認
を

行
っ

て
い

る
。

定
山
渓
森
林
事
務
所
で
は
、
特
に
林
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
し
て
お
ら
ず
、
国
道
と
道

道
か
ら
目
視
に
よ
り
確
認
を
し
て
い
る
。
平
日
に
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
利
用
者
に
出
会
う

こ
と
は
な
い
。
乗
り
入
れ
の
痕
を
、
雪
が
締
ま
っ
て
か
ら
た
ど
る
こ
と
は
あ
る
。
豊

羽
鉱
山
付
近
か
ら
の
進
入
は
確
認
し
て
い
る
。
事
故
が
起
き
て
も
責
任
を
と
れ
な
い

こ
と
や
林
道
・
作
業
道
の
保
守
上
、
森
林
管
理
署
と
し
て
は
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
に
よ
る

無
許
可
で
の
国
有
林
内
へ
の
立
ち
入
り
を
認
め
て
は
い
な
い
。
 

  
ま
た
北
海
道
石
狩
支
庁
で
も
特
に
パ
ト
ロ
ー
ル
は
行
っ
て
い
な
い
。
北
海
道
自
然

環
境

課
で

も
把

握
し

て
い

な
い

。
あ

わ
せ

て
乗

入
れ

規
制

地
区

の
設

定
に

つ
い

て
、

北
海
道
内
全
般
の
情
報
に
つ
い
て
、
聞
き
取
り
を
し
た
。
国
定
公
園
や
道
立
自
然
公

園
な
ど
で
乗
入
れ
規
制
地
区
を
設
定
す
る
際
に
は
、
主
に
地
元
の
要
望
に
よ
り
行
っ

て
い
る
。
ハ
イ
マ
ツ
な
ど
の
植
生
の
損
傷
、
路
上
駐
車
、
駐
車
帯
の
占
拠
な
ど
が
問

題
視
さ
れ
、
斜
里
岳
で
は
カ
バ
ノ
ア
ナ
タ
ケ
採
取
の
た
め
に
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
が
進
入

し
、
森
林
内
を
荒
ら
し
て
い
る
と
の
地
元
か
ら
の
情
報
に
も
と
づ
き
規
制
を
行
っ
た
。
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地
元
の
警
察
な
ど
か
ら
は
、
線
引
き
が
分
か
り
に
く
く
監
視
が
し
に
く
い
な
ど
の
意

見
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
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表
:北

海
道
内
乗
入
れ
規
制
地
区
状
況
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３
）
山
岳
関
係
者
か
ら
み
た
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
利
用
の
問
題
点

 
無

意
根

山
周

辺
の

状
況

お
よ

び
北

海
道

内
の

ス
ノ

ー
モ

ビ
ル

利
用

の
現

状
と

登

山
者
か
ら
見
た
印
象
に
つ
い
て
、
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
問
題
の
改
善
を
目
指
し
て
公
開
さ

れ
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
主
催
者
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
「
北
海
道
の
山
メ

ー
リ

ン
グ

リ
ス

ト
H
Y
M
L
」

で
の

意
見

募
集

の
呼

び
か

け
に

応
じ

た
登

山
者

に
質

問

を
行
っ
た
。
回
答
者
は
、
全
道
の
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
進
入
の
現
状
と
改
善
を
訴
え
る
ス

ノ
ー
モ
ビ
ル
対
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
主
催
者
、
全
道
の
乗
入
れ
規
制
地
区
の
地
図
を

北
海
道
自
然
環
境
課
と
協
力
し
て
公
開
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
主
催
者
、
H
Y
M
L

の
メ

ン
バ

ー
で

冬
山

の
ス

キ
ー

ル
ー

ト
の

情
報

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

公
開

し
て

い

る
一
般
登
山
者
、
H
Y
M
L
の
メ
ン
バ
ー
で
冬
山
の
経
験
も
豊
富
な
山
岳
ガ
イ
ド
、
H
Y
M
L

の
メ

ン
バ

ー
で

冬
山

講
習

な
ど

の
指

導
も

行
っ

て
い

る
山

岳
会

会
員

の
５

名
で

あ

る
。
主
な
質
問
項
目
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
 

・
全

道
的

に
ス
ノ

ー
モ

ビ
ル

が
多

く
活

動
し

て
お

り
、
問

題
と
な

っ
て

い
る

地
点

は
ど

こ
で

し
ょ

う
か

？
特
に

乗
入

れ
規

制
地

区
内

へ
の

進
入

が
問

題
と

な
っ

て
い

る
、
も

し
く
は

そ
の

お
そ

れ
が

あ
る

場
所
は

ど
こ

で
し

ょ
う

か
。

 

・
ス

ノ
ー

モ
ビ
ル

の
行

動
パ

タ
ー

ン
に

つ
い

て
、
ご

存
じ

の
例
で

か
ま

い
ま

せ
ん

の
で
、
彼

ら
の

目
的

や
走
行

中
の

行
動

な
ど

の
特

徴
に

つ
い

て
問

題
視

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

あ
れ

ば
教

え
て

く

だ
さ

い
。

 

・
自

然
地

域
で
の

ス
ノ

ー
モ

ビ
ル

の
走

行
は

、
ど

の
よ

う
な

点
で

問
題

が
あ

る
と

感
じ

て
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま
す

か
？

実
例

な
ど

も
踏

ま
え

て
教

え
て

く
だ

さ
い

。
 

・
登

山
者

と
し
て

、
ス

ノ
ー
モ
ビ

ル
の

利
用

者
に

対
し

て
ど

の
よ

う
な

印
象

を
お

持
ち

で
す

か
？

・
現

在
の
北

海
道

内
の

自
然

公
園

に
お

け
る

乗
入

れ
規

制
地

区
は

十
分

だ
と

思
い

ま
す

か
？

 

・
監

視
体
制

に
つ

い
て

は
ど

の
よ

う
な

ご
意

見
を

お
持

ち
で

す
か

？
 

・
支

笏
洞

爺
国
立

公
園

内
の

無
意

根
山

周
辺

で
は

、
乗

入
れ
規
制

地
区

の
拡

充
も

意
見

と
し

て
あ

る
よ

う
で
す

が
、

最
近

の
乗

り
入

れ
の

状
況

や
ご

意
見

な
ど

を
お

聞
か

せ
下

さ
い

。
 

 
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
の
乗
り
入
れ
が
多
く
問
題
と
考
え
て
い
る
場
所
と
し
て
は
、
無
意

根
山
周
辺
を
は
じ
め
、
増
毛
山
系
、
ニ
セ
コ
山
系
、
天
塩
岳
な
ど
。
大
雪
山
系
で
は

パ
ト
ロ
ー
ル
や
マ
ス
コ
ミ
報
道
な
ど
に
よ
り
減
少
傾
向
に
あ
る
。
支
笏
洞
爺
国
立
公

園
周

辺
で

は
、
オ

ロ
フ

レ
峠

、
余

市
岳

、
中

山
峠

、
無

意
根

山
、
徳

舜
瞥

岳
、
似

鳴

岳
、
朝

里
岳

、
春

香
山

、
奥

手
稲

山
、
漁

岳
、
空

沼
岳

、
札

幌
岳

な
ど

で
み

ら
れ

る
。

 

 
冬
山
で
の
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
が
問
題
だ
と
考
え
る
理
由
と
し
て
は
、
自
然
環
境
へ
の

影
響
の
懸
念
と
し
て
、
雪
が
少
な
い
時
期
や
風
衝
地
で
ハ
イ
マ
ツ
や
高
山
植
物
の
踏
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み
つ
け
、
損
傷
、
走
行
時
に
落
ち
る
廃
油
や
排
気
ガ
ス
の
化
学
成
分
の
雪
解
け
後
の

土
壌
や
植
物
へ
の
影
響
、
騒
音
に
よ
る
動
物
の
生
息
へ
の
干
渉
な
ど
が
あ
る
。
マ
ナ

ー
に
反
し
た
行
為
と
し
て
、
ハ
イ
マ
ツ
な
ど
を
無
用
に
伐
採
、
ゴ
ミ
や
動
け
な
く
な

っ
た
車
両
の
放
置
、
登
山
者
へ
の
干
渉
が
あ
る
。
ま
た
、
登
山
者
と
し
て
は
、
静
か

な
山
の
中
で
の
爆
音
が
騒
々
し
く
不
快
、
山
の
雰
囲
気
が
壊
さ
れ
る
、
速
度
が
違
う

た
め

、
広

い
と

こ
ろ

で
も

衝
突

な
ど

の
危

険
を

感
じ

る
。

嫌
悪

感
、

排
気

ガ
ス

臭
、

ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
が
走
行
し
た
後
は
雪
面
が
掘
り
返
さ
れ
、
堅
く
な
り
、
ス
キ
ー
滑
走

や
歩
行
に
も
適
さ
な
い
、
な
ど
の
意
見
が
あ
げ
ら
れ
た
。
 

 
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
の
行
動
パ
タ
ー
ン
・
遭
遇
事
例
と
し
て
は
、
晴
れ
が
予
想
さ
れ
て

い
た
日
曜
日
に
多
い
。
隊
列
を
組
ん
で
進
入
し
て
お
り
、
急
斜
面
登
り
を
行
っ
た
り
、

カ
バ
ノ
ア
ナ
タ
ケ
採
り
に
も
使
わ
れ
て
い
る
ら
し
い
。
運
搬
や
コ
ー
ス
の
紹
介
な
ど
、

組
織
的
に
斡
旋
し
て
い
る
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
販
売
店
の
関
与
も
あ
る
。
単
独
で
規
制
地

区
内
に
進
入
し
て
い
る
例
は
あ
ま
り
な
い
。
以
前
は
登
山
者
に
無
用
に
近
づ
い
た
り
、

威
嚇
を
し
た
り
と
い
う
行
為
も
み
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
 

 
現
在
の
規
制
地
区
と
監
視
体
制
へ
の
意
見
と
し
て
は
、
現
在
の
規
制
地
区
で
は
監

視
が
非
常
に
難
し
い
、
境
界
線
を
山
中
に
設
け
る
の
で
は
な
く
山
麓
部
に
設
置
す
べ

き
で
あ
る
。
特
に
稜
線
上
に
境
界
が
あ
る
と
、
侵
入
者
の
言
い
逃
れ
を
許
し
て
し
ま

う
。
ま
た
は
、
国
立
・
国
定
公
園
内
は
す
べ
て
乗
り
入
れ
規
制
す
べ
き
、
と
の
意
見

も
あ
っ
た
。
地
上
か
ら
の
監
視
に
は
限
界
が
あ
り
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
に
よ
る
パ

ト
ロ
ー
ル
が
有
効
で
あ
る
、
環
境
汚
染
の
少
な
い
機
種
や
燃
料
の
義
務
づ
け
も
必
要
、

広
報
が
不
足
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
規
制
地
区
の
明
示
、
違
反
者
の
通
報
先
を

明
示
し
て
は
ど
う
か
、
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
を
登
録
制
に
し
て
講
習
、
試
験
、
ナ
ン
バ
ー

表
示
を
義
務
づ
け
る
必
要
が
あ
る
、
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
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５
．
ま
と
め 支

笏
湖
に
お
け
る
水
上
バ
イ
ク
の
利
用
は
、
昨
年
度
と
大
き
く
は
変
わ
っ
て
お
ら

ず
、
ポ
ロ
ピ
ナ
イ
園
地
に
お
け
る
ゴ
ミ
の
散
乱
や
騒
音
の
指
摘
な
ど
も
あ
っ
た
。
地

域
関
係
者
の
問
題
認
識
は
、
利
用
者
と
差
異
は
な
く
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
水
上
バ
イ

ク
の
存
在
や
ゴ
ミ
の
散
乱
が
問
題
視
さ
れ
て
い
た
。
水
上
バ
イ
ク
に
つ
い
て
は
、
自

然
環
境
へ
の
影
響
や
他
の
利
用
者
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
何
ら
か
の
対
策

が
必
要
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
全
面
規
制
を
求
め
る
声
が
多
く
聞
か
れ
た
が
、
中
に

は
地
区
や
時
間
な
ど
を
部
分
的
に
規
制
す
る
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
使
用
者
の
意

識
改
革
や
法
に
基
づ
く
規
制
、
監
視
の
実
施
と
い
う
幅
広
い
対
策
の
内
容
と
そ
の
対

策
の
プ
ロ
セ
ス
に
対
す
る
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
 

洞
爺
湖
で
は
、
壮
瞥
町
で
新
た
に
協
力
金
に
よ
る
乗
り
入
れ
場
所
の
規
制
を
開
始

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
洞
爺
村
で
も
現
状
の
利
用
は
多
い
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
い

ず
れ
の
町
村
で
も
支
笏
湖
の
規
制
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
。
現
在
規
制
が
行
わ

れ
て
い
な
い
虻
田
町
月
浦
地
区
で
の
利
用
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
が
、
洞
爺
湖
全
体

ま
た

は
支

笏
洞

爺
全

体
で

プ
レ

ジ
ャ

ー
ボ

ー
ト

利
用

に
対

す
る

明
確

な
姿

勢
や

ル

ー
ル
を
打
ち
出
す
こ
と
も
必
要
と
考
え
る
。
 

ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
の
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
は
、
中
山
峠
周
辺
で
週
末
に
多
く
の
利
用

が
見
ら
れ
た
が
、
関
係
者
、
登
山
者
へ
の
聞
き
取
り
で
も
具
体
的
に
影
響
を
客
観
視

で
き
る
よ
う
な
デ
ー
タ
ー
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
現
在
の
規
制
地
区
に
対
し
て
、

パ
ト
ロ
ー
ル
の
し
に
く
さ
、
分
か
り
に
く
さ
か
ら
、
道
路
沿
い
や
山
麓
部
か
ら
の
規

制
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
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